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今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
は
自
書
式
で
実
施
さ
れ
、
岡

山
県
を
一
つ
の
選
挙
区
と
し
て
、

�
名
の
議
員
を
選
ぶ
岡
山
県
選

挙
区
選
出
議
員
選
挙
と
、
全
国

で
候
補
者
や
政
党
等
に
投
票
す

る
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の

二
種
類
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
切
な
一
票
を
無
駄
に
し
な

い
た
め
に
も
投
票
方
法
な
ど
十

分
確
認
の
う
え
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

　

今
回
、
市
内
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
次
の
三
つ

の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

人
で
す
。

①
満　

歳
以
上
の
日
本
国
民（
平

��
成
�
年
�
月　

日
以
前
（　

��

��

日
を
含
む
）に
生
ま
れ
た
人
）

②
引
き
続
き
�
か
月
以
上
新
見

市
内
に
お
住
ま
い
の
人
（
平

成　

年
�
月　

日
か
ら
引　

��

��

き
続
き
、
市
内
に
居
住
し
、

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
人
）

③
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
て
、
投
票
日
当
日
、
選
挙

権
の
あ
る
人

※
年
齢
が　

歳
に
達
し
て
い
る

��

人
で
も
、
市
内
に
転
入
届
を

提
出
し
て
以
後
�
か
月
が
経

過
し
て
い
な
い
人
（
平
成　
��

年
�
月　

日
以
降
の
転
入

��

者
）
は
、
市
内
の
投
票
所
で

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

前
住
所
地
で
投
票
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
投
票
方
法

���������
こ
の 
一 
票 
私
に
で
き
る 
国
づ
く 
り

挙の投票日 で す 。

�
月　

日（
日
）は
、全
国
一
斉
に

��

第　

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

��
参
議
院
議
員
は
、�
年
ご
と
に
そ
の
半
数
を
改
選
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

今
年
は
そ
の
改
選
の
年
に
あ
た
り
、岡
山
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
と

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
二
つ
が
行
わ
れ
ま
す
。

選
挙
は
、有
権
者
の
誰
も
が
参
加
で
き
る
国
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。

候
補
者
や
政
党
等
の
政
見
・
政
策
な
ど
を
十
分
見
極
め
て
、

大
切
な
一
票
を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。

市
内
で
投
票

で
き
る
人

�
種
類
の
投
票
が

行
わ
れ
ま
す

※投票終了時間を�時間繰り上げています
　ので、ご注意ください。

投票日

�月 � � 日 （ 日 ）
投票時間

�時～��時

�月 � � 日 （ 日 ）

�時～��時
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等
に
つ
い
て
は
前
住
所
地
の

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
券
は
、
�
月　
��

日
�
ま
で
に
、
世
帯
毎
に
封
書

で
郵
送
し
て
い
ま
す
。
投
票
の

際
は
、
そ
れ
を
お
持
ち
に
な
り
、

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
名
は
入
場
券
に
記
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
く
お
確

か
め
の
う
え
、
投
票
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
投
票
の
資
格
が
あ
る

人
で
、
入
場
券
が
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

も
し
、
入
場
券
を
紛
失
し
た

場
合
で
も
、
投
票
当
日
に
決
め

ら
れ
た
投
票
所
で
入
場
券
の
再

交
付
を
受
け
れ
ば
、
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
投
票
用

紙
は
�
種
類
あ
り
ま
す
。

　

岡
山
県
選
挙
区
選
出
議
員
選

挙
の
投
票
用
紙
に
は
候
補
者
の

氏
名
を
、
比
例
代
表
選
出
議
員

選
挙
の
投
票
用
紙
に
は
候
補
者

の
氏
名
ま
た
は
政
党
等
の
名
称

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
比
例
代
表
選
出
議
員

選
挙
は
、
政
党
等
が
届
け
出
た

名
簿
に
記
載
さ
れ
た
候
補
者
の

氏
名
ま
た
は
政
党
等
の
名
称
の

ど
ち
ら
で
も
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
選
挙
ご
と
に
投
票
用

紙
の
色
が
違
い
ま
す
の
で
、
投

票
の
前
に
必
ず
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。

　

投
票
は
、
選
挙
の
期
日
（
�

月　

日
�
）
に
、
決
め
ら
れ
た 

��
投
票
所
で
行
う
こ
と
が
原
則
で

す
。

　

し
か
し
、
当
日
、
仕
事
や
旅

行
な
ど
で
投
票
所
に
出
向
い
て

投
票
で
き
な
い
人
は
、
投
票
日

の
前
日
ま
で
に
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
期
日
前
投
票
は
、
�
月

　

日
�
〜
�
月　

日
�
の
期
間
、

��

��

毎
日
�
時　

分
〜　

時
ま
で
、

��

��

左
記
の
期
日
前
投
票
所
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合

は
、
そ
れ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
�

級
〜
�
級
）、
戦
傷
病
者
手
帳

（
特
別
項
症
〜
第
�
項
症
）
の 

交
付
を
受
け
て
い
る
人
、
お
よ

び
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
に

���������
�月 ���日�は、 第��回参議院議員通常選 

��

�
��

投
票
所
入
場
券

投
票
の
方
法

期
日
前
投
票

郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票

投
票
所
の
変
更

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
選
挙
管
理
委
員
会

 　

（
�
�
�
�
�
�
）

山村開発センター新見期日前投票所

大佐源流振興館　大佐期日前投票所

神郷支局　　　　神郷期日前投票所

哲多支局　　　　哲多期日前投票所

哲西支局　　　　哲西期日前投票所

������

お
い
て
要
介
護
�
と
認
定
さ
れ

た
人
は
、
そ
の
障
害
の
部
位
等

に
よ
っ
て
、
在
宅
の
ま
ま
郵
便

で
投
票
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

郵
便
投
票
制
度
の
利
用
を
希

望
す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
、

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受

け
、
こ
れ
を
添
え
て
投
票
用
紙

等
を
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
求
期
限
は
、
�
月
�
日
�

ま
で
で
す
。

　

今
回
の
選
挙
か
ら
、�

か
��

所
あ
っ
た
投
票
所
を�

か
所

��

に
変
更
し
て
い
ま
す
。
今
ま

で
利
用
し
て
い
た
投
票
所
が

変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
投
票
日
ま
で

に
、
お
手
元
に
届
い
た
入
場

券
や
市
報
�
月
号
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
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市
内
の
高
等
学
校
で
は
、
各
校
の
特
色
を

生
か
し
、
互
い
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
指
導

の
成
果
を
上
げ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

�
子
ど
も
た
ち
と
良
い
ふ
れ
あ
い
を

　

心
が
け
て
い
ま
す
。

    
子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
て
、
そ
の
子
の
持

つ
長
所
や
個
性
を
見
つ
け
本
人
に
「
や
る

気
」
を
起
こ
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

�
非
行
防
止
教
室
等
を
積
極
的
に
開
催
し
て
、

規
範
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

    
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
・
防
犯
講
話
な
ど
を
利
用

し
て
、
規
範
意
識
の
高
揚
を
促
す
指
導
を

し
て
い
ま
す
。

　
�
親
子
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て

　

い
ま
せ
ん
か
？

    
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
多
く
し
て
何
で
も
話

せ
て
、
い
つ
も
笑
い
が
あ
り
、
あ
い
さ
つ
の

あ
る「
楽
し
い
家
庭
」に
し
て
く
だ
さ
い
。

�
子
ど
も
の
飲
酒
・
喫
煙
を
黙
認
す
る

　

な
ど
保
護
者
自
身
の
規
範
意
識
が

　

欠
如
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

    
保
護
者
が
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
進
ん

で
手
本
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

�
い
じ
め
等
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

    
子
ど
も
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
担
任
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ 

い
。

次
代
を
担
う
青
少
年
の

健
全
育
成
の
た
め
に

「
我
が
子
、人
の
子
、地
域
の
子
」

の
共
通
理
解
の
も
と
に

ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

で き る こ と か ら や っ て み ま せ ん か ？

健健健健
全全全全
育育育育
成成成成

健
全
育
成 
・・・・・
非非非非
行行行行
防防防防
止止止止
はははは

 
非
行
防
止
は

みみみみ
んんんん
なななな
のののの
願願願願
いいいい
でででで
すすすす
！！！！

み 
ん
な 
の
願 
い
で
す 
！

 
学
校
の
役
割

 
家
庭
の
役
割
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�
健
や
か
に
自
ら
育
つ
努
力
を

し
て
い
ま
す
か
？

    
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
る
規
範
意
識
を
身

に
付
け
、
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
を

育
て
ま
し
ょ
う
。
小
さ
な
親
切
も
忘
れ
ず

「
一
日
一
善
」。

�
誘
惑
に
負
け
な
い
強
い
意
志
と

我
慢
す
る
心
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

    
い
け
な
い
こ
と
は
「
ダ
メ
」
と
言
え
る
強

い
意
志
と
我
慢
す
る
心
を
養
い
ま
し
ょ
う
。

�
僕
た
ち（
私
た
ち
）の
夢
は
？

    
一
生
懸
命
に
な
れ
る
も
の
を
探
し
、
将
来

の
夢
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　

�
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て

　

無
関
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

    
規
範
意
識
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
地

域
の
み
な
さ
ん
で
子
ど
も
た
ち
に
「
愛
の

一
声
」
を
掛
け
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

�
少
年
の
健
全
育
成
に
関
心
を
持
ち
、

　

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
い
ま
す
か
？

   
「
地
域
の
子
ど
も
」と
し
て
育
て
る
た
め
、

地
域
の
お
祭
り
な
ど
の
行
事
に
積
極
的
に

参
加
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

で き る こ と か ら や っ て み ま せ ん か ？
 
僕
た
ち（
私
た
ち
）の
役
割

 
地
域
の
役
割

■
問
い
合
わ
せ
先

�
新
見
市
内
高
等
学
校
生
徒
指
導
連
絡

協
議
会　

�
新
見
警
察
署
管
内
学
校
警
察
補
導
連

絡
協
議
会
高
校
部
会　

岡
山
県
立
新

見
高
等
学
校
北
校
地
内  
事
務
局

（
�
�
�
�
�
�
）

�
学
力
の
向
上
を
目
指
し
、

　

工
夫
し
た
学
習
の
展
開
に
努
め
て
い
ま
す
。

    
一
斉
授
業
だ
け
で
な
く
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
や
個
別
指
導
・
補
習
な
ど
を
通
し

て
、
で
き
る
だ
け
興
味
を
も
っ
て
学
習
が

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
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●７月中旬に保険料額決定通知書をお届けします。
　　　後期高齢者医療制度では、全ての被保険者が保険料を負担することになっています。

　　　保険料率は�年ごとに見直しを行うこととなっており、平成��・��年度の保険料率が岡山

県後期高齢者医療広域連合において下記のとおり決定されました。

　

●保険料の決まり方

●保険料の軽減措置
　�．被扶養者であった人に対する軽減措置

　　　後期高齢者医療制度加入の前日に、会社の健康保険等の被扶養者であった人は、均等割額

が�割（当分の間特例として�割）軽減され、所得割額はかかりません。

　�．均等割額の軽減措置

　　　所得の少ない人は、世帯の所得水準に応じて均等割額が軽減されます。

後期高齢者医療制度
か ら の お知ら せ

平成 ���年度 保険料について

※�割軽減に該当する世帯は、当分の間特例として���割軽減されます。

※軽減の判定は、賦課期日現在で行われます。

※所得…雑（年金）所得、事業所得、給与所得、譲渡所得などの合計額

※���円未満の端数は切り捨てます。  また、どんなに所得の多い人でも�������円が上限となります。

������� （平成��・��年度　������円）均等割額

������� （平成��・��年度　����％）所得割率

所得割額

（所得－�������円）×所得割率����％

均等割額

�������

一人当たりの
年間保険料

※限度額�������円
＝ ＋

世帯主およびその世帯の被保険者の合計総所得金額等が下記の金額以下の場合軽減割合

�������円（基礎控除額）を超えない世帯で、被保険者全員が
年金収入�������円以下（その他の各種所得がない場合）

�割軽減

�������円（基礎控除額）
�割軽減
※�.�割軽減

�������円（基礎控除額）＋�������円×被保険者数
（被保険者である世帯主を除く）

�割軽減

�������円（基礎控除額）＋�������円×被保険者数�割軽減
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　�．所得割額の軽減措置

　　　賦課のもととなる所得金額（所得－�������円）が

　　�������円以下の人は、所得割額が�割軽減されます。
　

●保険料の納め方
　�．特別徴収（保険料を年金から天引きすること）

　　　年金を年額�������円以上受け取っていて、介護保険料と後期高齢者医療保険料の合計額

が年金受給額の�分の�を超えない場合は、原則として年金から保険料が天引きされます。

　　　口座振替による納付を希望される場合は、申し出により特別徴収から口座振替に変更する

こともできます。ただし、滞納があった場合などは別途相談が必要になることがあります。

　　　※��歳になられた場合や他市町村から転入された場合などは、しばらくの間年金から天引

　　 きされず、納付書等で納めていただくことになります。

　�．普通徴収（保険料を納付書や口座振替などにより納めること）

　　　特別徴収以外の人は、納付書や口座振替などにより納めていただきます。

被保険者証・認定証の更新について

●被保険者証
　　　更新手続きは不要で、�月下旬に新しい被保険者証をお届けします。

　　　被保険者証には、医療機関の窓口での自己負担割合が表示されています。自己負担割合は

�割または�割（現役並み所得者）で、前年の所得により毎年判定をします。

●認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）
　　　市民税非課税世帯に属する被保険者の人が入院した場合、医療機関の窓口で認定証を提示

することにより、医療費や食事代の支払額を減額することができます。

　　　該当となる人で、まだ認定証をお持ちでない場合は申請が必要です。

　　　現在認定証をお持ちで、引き続き該当となる人については更新手続きは不要で、�月下旬

に新しい認定証をお届けします。ただし、所得や入院日数等の確認が必要な場合については、

手続きが必要です。

　　　新規に申請をされる人や手続きが必要な人は、市民課国保年金係、または最寄りの支局・

市民センターで手続きをしてください。

●被保険者証・認定証の処分
　　　現在お持ちの被保険者証および認定証の有効期限は、平成��年�月��日までとなっていま

す。�月�日以降に細かく破り捨てる等により確実に処分していただくか、市民課国保年金

係、または最寄りの支局・市民センターへ返還してください。

市民課国保年金係　（������）
大佐支局市民福祉係（������）　哲多支局市民福祉係（������）
神郷支局市民福祉係（������）　哲西支局市民福祉係（������）

問い合わせ先
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国民年金の保険料
免除制度について

　国民年金には、所得が少なく保険料を納めることが困難な場合に、本人の申請によって

保険料納付が免除される「保険料免除制度」があります。

　この制度は、本人とその配偶者および世帯主の前年の所得が一定の基準額以下の場合に

承認され、保険料の全額が免除される「全額免除」のほかに、世帯の所得に応じて保険料

の一部を納付して残りが免除される「一部納付（一部免除）」があります。

　また、世帯主の所得が多いため保険料免除に該当しない場合でも、��歳未満の若年者

の人については本人および配偶者のみの所得で審査して基準を満たせば、保険料納付が猶

予される「若年者納付猶予制度」があります。

　これらの保険料免除期間は、年金受給に必要な期間に算入されますが、年金額を計算す

る場合は「全額免除」は�分の�、「�／�納付」は�分の�、｢�／�納付｣は�分の�、

「�／�納付」は�分の�となります。

　なお、若年者納付猶予期間については年金額に反映されませんが、��年以内であれば

保険料をさかのぼって納めることができます。経済的な余裕ができた時は、追納をお勧め

します。

　詳しくは、市民課国保年金係、または日本年金機構年金事務所国民年金担当課までお問

い合わせください。

（注）「所得」は給与所得控除や必要経費等を控除したもので「収入」とは相違します。

※「�人世帯」、「�人世帯」の夫婦は、夫か妻のどちらかのみに所得がある世帯の場合、また「�人世帯」

の子どもは��歳未満の場合の目安です。

※若年者納付猶予は全額免除と同基準となります。

※退職者、震災・風水害等の被災者の人は所得に関係なく該当する場合がありますのでご相談ください。

�問い合わせ先�
市民課国保年金係（������）　日本年金機構高梁年金事務所国民年金課（�����-��-����）

■免除の対象となる所得（注）の目安 （平成��年度）

一部納付
全額免除世帯構成

�/�納付�/�納付�/�納付

���������円���������円���������円���������円�人世帯
（夫婦・子ども �人）

���������円���������円���������円　�������円�人世帯
(夫婦のみ)

���������円���������円　�������円　�������円単身世帯
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 国民健康保険税 の お知らせ
●国民健康保険税（国保税）を納めるのは世帯主
　　　国民健康保険（国保）では、加入は世帯単位になっています。国保税納付も世帯単位で行い、世帯主に納

付義務があります。世帯主本人が職場の健康保険などに加入しており、国保の加入者ではない場合でも、世

帯の中に国保の加入者がいれば、国保税納付義務は世帯主にあるので、通知書は世帯主に送付されます。　

なお、平成��年度国保税決定通知書は�月中旬にお届けします。

●国保税額の決まり方
　　　国保税は、下記の税率により「所得割額」と「均等割額」と「平等割額」の合計額です。　なお、「所得割額」は前

年中の所得等により算定されますので、必ず所得の申告をしてください。所得の無い人や、税金上の扶養親

族になっている人も所得の申告が必要です。（前年中の所得が給与または公的年金のみである人は除く。）

　　　また、所得等の一定の要件に該当する世帯の国保税額は、�割・�割・�割の軽減がそれぞれ適用されます。

※医療保険分、後期高齢者支援金分の賦課限度額（上限）が変更になりました。

　医療保険分（��年度）�������円→（��年度）�������円　後期高齢者支援金分（��年度）�������円→（��年度）�������円

●国保税を納める時期
　　　国保税を納めるのは、会社を辞めたときなど国保の加入者としての資格を得たときからで、国保の担当窓

口に届出をしたときからではありません。

　　※年度（�月～翌年�月）の途中で、国保へ加入したりやめたりしたときは、月割で計算します。

●非自発的失業者に係る軽減について
　　　平成��年�月から、倒産・解雇や雇い止めなどの一定の理由による離職によって雇用保険を受給している

人は、申請によって最大�か年度国民健康保険税が軽減されます。

　　軽減額・前年の給与所得をその��／���とみなして税額を算定します。

　　対象者・退職時��歳未満で「雇用保険受給資格者証」離職理由“��������������������������”に該当する人。

　　　　　・離職日が平成��年�月��日以降の人。

問い合わせ先 � 税務課市民税係　������

介護保険分
（��歳～��歳が対象）

後期高齢者支援金分
（�歳～��歳が対象）

医療保険分
（�歳～��歳が対象）課税の基礎

���%���%���%
被保険者それぞれの前年中の所得 
（基礎控除額��万円）

所得割額

　�����円　�����円 ������円被保険者�人につき均等割額

　�����円　�����円 ������円�世帯につき平等割額

�������円�������円�������円賦課限度額

■平成��年度  税率

■平成��年度  納期

�月�月�月��月��月��月�月�月�月�月�月�月月

�期�期�期�期�期�期�期�期普通徴収

年金
天引き

年金
天引き

年金
天引き

年金
天引き

年金
天引き

年金
天引き

特別徴収

※納付回数はそれぞれ異なりますが、いずれの納付方法でも総額は変わりません。

�月�月�月��月��月��月�月�月�月�月�月�月

 年度の途中で国保に加入する場合

国保に加入した月から国保税を納めます。
（国保の担当窓口に届け出をした月からではありません。）

�国保に加入

年間国保税額の����を納めます

�月�月�月��月��月��月�月�月�月�月�月�月

 年度の途中で国保をやめる場合

国保をやめた月の前月分まで国保税を納めます。

�国保を脱退

年間国保税額の����を納めます
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�
月
�
日
�
に
市
役
所
本
庁
�
階

に
新
し
い
窓
口
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
窓
口
は
、
市
民
生
活

に
関
連
す
る
多
く
の
手
続
き
が
同
じ

フ
ロ
ア
で
行
え
る
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
窓
口
」
を
整
備
し
た
も
の
で
、

�
月
か
ら
段
階
的
に
市
役
所
�
階
の

改
修
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

�
階
フ
ロ
ア
に
は
、
戸
籍
・
住
民

票
に
加
え
て
所
得
証
明
書
等
の
税
に

関
す
る
証
明
書
も
交
付
で
き
る
「
総

合
窓
口
」
や
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園
に
関
す
る
窓
口
を
一

本
化
し
た
「
こ
ど
も
課
」
な
ど
、
市

民
福
祉
に
関
連
す
る
各
課
を
集
中
的

に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

に
関
す
る
各
種
手
続
き
や
、
国
民
健

康
保
険
、
介
護
保
険
等
の
市
民
に
直

結
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
実
施
で
き
る
窓
口
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
専
門
的
な
相
談
や
届
出
等

に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
各
担
当
課

で
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
�
階
総
合

案
内
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
庁
舎
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

�
出
生
、転
入
、転
出
等
戸
籍
や
住
民

票
の
異
動
に
伴
い
必
要
な
手
続
き

（
子
ど
も
手
当
の
申
請
、
住
民
票
の

異
動
に
伴
う
国
保
へ
の
加
入
手
続

き
等
）
が
同
じ
窓
口
で
行
え
ま
す
。

�
今
ま
で
各
担
当
課
に
提
出
し
て
い

た
申
請
書
等
も
、
総
合
窓
口
で
お

預
か
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
税
務
課
が
混
雑
し
て
い
る
場
合
や
、

住
民
票
と
併
せ
て
所
得
証
明
書
も

必
要
な
時
な
ど
に
は
、
総
合
窓
口

で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

財
政
課
（
�
�
�
�
�
�
）

ワ
ン
ス
ト

ワ
ン
ス
ト
ッッ 
プ
サ
ー
ビ
ス
窓
口
が

プ
サ
ー 
ビ
ス 
窓
口 
が

新
し
く
オ
ー
プ
ン

新
し
く
オ 
ー 
プ
ン
し
ま
す

し
ま
す

総
合
窓
口
で
で
き
る

主
な
手
続
き

【これまでとの変更例】
◎出生手続きの場合（国民健康保険加入者の場合）
※�課�係の窓口で行っていた手続きが、�課�係の窓口で行えるようになります。

平成��年�月
からの窓口

従来までの窓口必要な手続きNo

総合窓口

市民課
市民係

健康づくり課母子手帳の交付�

市民課市民係出生届 �

市民課国保年金係国民健康保険資格取得届�

市民課医療支援係 子育て支援医療費受給資格取得届�

社会福祉課子育て支援係子ども手当（児童手当）認定申請�

社会福祉課子育て支援係出生祝金支給認定申請�

生活環境課生活交通係チャイルドシート購入助成金申請�

（　        ）
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①
審
査
事
項

　

請
願
第
�
号
「
公
契
約
法
・
条
例
を
制

定
し
、
公
契
約
分
野
に
従
事
す
る
労
働
者

の
賃
金
・
労
働
条
件
を
保
障
す
る
適
切
な

条
件
設
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
措
置
す
る
こ

と
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て
審
査
し
ま

し
た
。

②
報
告
事
項

　

組
織
・
機
構
改
革
に
伴
う
本
庁
舎
改
修

工
事
の
配
置
計
画
と
仮
設
事
務
所
の
配
置
、

財
務
諸
表
の
進
捗
状
況
、
岡
山
県
消
防
操

法
訓
練
大
会
の
結
果
等
に
つ
い
て
、
執
行

部
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

③
調
査
事
項

　

告
知
放
送
機
器
�
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
活
用

方
法
、
公
共
放
送
の
環
境
整
備
、
新
規
採

用
職
員
と
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
窓
口

職
員
の
研
修
、
口
蹄
疫
に
関
す
る
危
機
管

理
の
対
応
等
に
つ
い
て
、
執
行
部
の
考
え

や
対
応
を
調
査
し
ま
し
た
。

①
審
査
事
項

　

陳
情
第
�
号
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
廃
止
と
高
齢
者
・
国
民
が
望
む
医
療
制

度
に
関
す
る
陳
情
書
」、
陳
情
第
�
号
「
�

�
�
�
年
度
の
年
金
引
き
上
げ
等
に
関
す

る
陳
情
書
」
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

②
報
告
事
項

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
窓
口
設
置
に

伴
う
庁
舎
改
修
工
事
期
間
の
窓
口
対
応
計

画
と
、
�
月
議
会
提
出
予
定
議
案
等
に
つ

い
て
、
執
行
部
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

③
調
査
事
項

　

重
点
検
討
事
項
と
位
置
づ
け
て
い
る
子

宮
頸
が
ん
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
と
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効

性
と
課
題
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

女
性
の
健
康
維
持
に
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
が
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
将

来
に
向
け
た
接
種
率
向
上
施
策
の
実
現
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
一
致
し
、

�
月
市
議
会
定
例
会
で
、
市
議
会
と
し
て

具
体
的
な
施
策
を
国
に
要
望
す
べ
く
、
委

員
会
発
議
に
つ
い
て
、
研
究
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

①
審
査
事
項

　

請
願
第
�
号
「
公
共
工
事
に
お
け
る
建

設
労
働
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の
確
保
に

関
す
る
請
願
書
」、
請
願
第
�
号
「
働
く

者
の
低
賃
金
と
雇
用
破
壊
が
深
刻
な
経
済

不
況
を
招
い
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
内
需

と
消
費
拡
大
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
労
働

者
派
遣
法
の
抜
本
改
正
を
求
め
る
請
願
」

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

②
報
告
事
項

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
主
な
観
光

施
設
の
入
り
込
み
状
況
と
今
後
予
定
さ
れ

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
、
�
月
議
会
提
出
予
定

議
案
等
に
つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

③
調
査
事
項

　

戸
別
所
得
補
償
制
度
等
の
進
捗
状
況
、

大
規
模
林
道
等
の
破
損
確
認
や
補
修
対
応

に
つ
い
て
、
執
行
部
の
考
え
や
対
応
を
調

査
し
ま
し
た
。

　

�
月　

日
に
は
、
議
会
改
革
と
議
会
基

��

本
条
例
に
つ
い
て
の
知
識
を
養
う
た
め
、

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
か
ら
講
師

を
招
き
議
員
全
員
を
対
象
に
し
た
勉
強
会

の
開
催
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
�
月　

日
に
実
施
し
た
広
島
県

��

三
次
市
議
会
視
察
の
総
括
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
後
、
今
後
の
委
員
会
活
動
に
備
え
、

特
別
委
員
会
の
設
置
目
的
の
再
確
認
、
進

め
方
と
方
向
性
を
課
題
に
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

�
月　

日
に
は
、　

日
に
課
題
と
し
た
、

��

��

進
め
方
と
方
向
性
に
つ
い
て
討
議
し
、「
概

ね
平
成　

年
�
月
ま
で
に
議
会
基
本
条
例

��

の
制
定
を
目
標
と
す
る
こ
と
」、「
議
会
基

本
条
例
に
明
文
化
す
べ
き
項
目
の
検
討
に

着
手
す
る
こ
と
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局
（
�
�
�
�
�
�
）

�
総
務
常
任
委
員
会（�

月�

日
開
催
）

��

�
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

（
�
月�

日
開
催
）

��

�
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
�
月�

日
開
催
）

��

�
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

（
�
月�

日
、�

日
開
催
）

��

��

議会�
レ ポ ー ト �
常任委員会
特別委員会

総務常任委員会の様子総務常任委員会の様子

�月に開催した常任委員会

と特別委員会の主な内容を

紹介します。
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市
長
室

だ
よ
り

家
庭
を
基
本
に
地
域
全
体
で

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
本
年
�
月
に
組

織
機
構
改
革
を
行
い
、
新
た

に
「
こ
ど
も
課
」
を
新
設
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
複
数
の
課
で
扱

っ
て
い
た
子
ど
も
手
当
て
や

子
育
て
支
援
医
療
費
な
ど
の

給
付
に
関
す
る
こ
と
、
保
育

所
の
入
所
や
幼
稚
園
の
入
園

に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
窓
口

を
一
本
化
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
一
層
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
、
国
が
進

め
る
幼
保
一
元
化
施
策
で
も

あ
る
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
本
年
�
月
に
は
市
内
�

番
目
と
な
る
「
神
代
認
定
こ

ど
も
園
」
が
神
郷
地
域
に
開

園
い
た
し
ま
し
た
。
認
定
こ

ど
も
園
は
、
幼
稚
園
機
能
と

保
育
所
機
能
が
備
わ
っ
て
お

り
、
保
護
者
の
就
労
形
態
等

に
よ
り
預
か
り
時
間
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

幼
稚
園
児
と
保
育
園
児
が
一

緒
に
集
団
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
、
様
々
な
成
長
が
期

待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、

未
就
園
児
の
保
護
者
へ
の
育

児
相
談
や
園
庭
開
放
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
子
育
て
の
基
本
は

あ
く
ま
で
も
家
庭
で
あ
り
、

両
親
や
祖
父
母
な
ど
家
族
の

豊
か
な
愛
情
に
包
ま
れ
て
こ
そ
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
心
身

の
発
達
が
培
わ
れ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
�
月
に
策
定
さ
れ
た

『
新
見
市
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
（
後
期
）』
で
も

〜
家
庭
を
源
に
地
域
全
体
で

子
ど
も
を
育
て
る
都
市
〜
を

基
本
理
念
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
く
ま
し
く
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
、
今
後

も
子
育
て
支
援
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�����

　黒田政市さんに、瑞宝単光章が授与されました。

　黒田さんは、昭和��年��月に国勢調査員として任命されて以来、国勢調査員を��回、農

林業センサス調査員を��回と��年の永きにわたり調査員を務められ、統計の充実、発展に

取り組まれたことが評価され、この度の受章となりました。

　また、ほかにも民生委員・児童委員を昭和��年から��年間務められ、地域福祉の発展に

も貢献されています。

���������������
ずい ほう たん こう しょう

 黒  田  政 市   さん
くろ だ まさ いち

（上熊谷・��歳）

　武岡昭義さんに、黄綬褒章が授与されました。

　武岡さんは、昭和��年に県北でいち早くピオーネ栽培に取り組み、昭和��年には「阿新

農協ぶどう部会」を設立し、平成�年から平成�年まで部会長を永きにわたり務められ、

本市のピオーネ産地としての確固たる地位を築かれました。

　現在も、品質向上のための技術研究、省エネルギー対策、新規栽培者の育成など、ピオ

ーネ栽培を通じて地域農業の発展に日々尽力されています。

����
おう じゅ ほう しょう

 武  岡  昭 義   さん
たけ おか あき よし

（豊永佐伏・��歳）
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●
教
育
委
員
長
職
務
代
理
者

　

�あ

���
�
���
��
�
   

 
さ
ん

だ
ち 

と
も 

ひ
さ（

大
佐
小
阪
部
）

■成人検診を受けましょう「上手な集団検診の受け方」  《毎日》 ��：��・��：��・��：��
■身近な科学を楽しもう「にいみおもしろサイエンス 第４回」 音ってなあに？ ②　《毎日》 ��：��・��：��・��：��
■「にいみにっこりクッキング」～メンズクッキング～　《毎日》 ��：��・��：��・��：��
■救命手当セミナー「ご存知ですか？ ＡＥＤ」　《毎日》 �：��・��：��・��：��
■「みんなで始めようニュースポーツ」 ～キンボール編～　《毎日》 �：��・��：��・��：��
■英語にチャレンジ「デイブの英語で言うてみんせぇ Ｓｅａｓｏｎ ３」　《毎日》 ��：��・��：��・��：��
■郷土の偉人・太田辰五郎とは？ 「千屋牛物語」　《毎日》 ��：��
■榎木孝明 水彩紀行 ～中国 上海・シルクロードの旅～　《毎日》 ��：��・��：��・��：��（�／��まで）
※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせ等）を放送しています。

■問い合わせ先　情報管理課ラストワンマイル係��������

行政チャン ネル番組表 �����

教
育
委
員
会

　

教
育
委
員
長
・
教
育
委
員
長
職

務
代
理
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
任
期　

　

平
成　

年
�
月　

日
〜
平
成　

��

��

��

年
�
月　

日
��

●
教
育
委
員
長

　
�
���
�� 

�
   

 
さ
ん

こ 

だ
に 

し

（
哲
多
町
本
郷
）

　市では、多様化するニーズや社会環境に対応し、活力
あるまちづくりを推進するため、市内に在住・在勤・在
学の人から意見・提案・アイデアなどをお聴きする「市
政懇談会～市長とフリートーク～」を次のとおり開催し
ます。都合のつく会場へぜひご参加ください。

■問い合わせ先
    企画政策課広報係　（������）
    大佐支局地域振興課（������）
    神郷支局地域振興課（������）
    哲多支局地域振興課（������）
    哲西支局地域振興課（������）

市民の声をお聞かせください。

市長 と フリー ト ーク

注）都合により日程等が変更になる場合があります。

会場開会時間開催日

神郷保健センター��時�月��日�

きらめき広場・哲西��時�月��日�

まなび広場にいみ　学習室��時�月��日�

哲多総合センター��時�月��日�

おおさ総合センター ��時�月�日�

ひ
ろ
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■電子申請および受験申込書等の入手方法

　�電子申請、またはインターネットで出力する場合                                       
　　　新見市ホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ�ｃｉｔｙ�ｎｉｉｍｉ�ｏｋａｙａｍａ�ｊｐ） にアクセスし、電子申請で直接申し込

むことができます。申込書を打ち出して郵送または直接申し込む場合は、様式をダウンロードしたのちＡ�
用紙にプリントアウトしてご使用ください。

　�直接取りに行く場合
　　　新見市総務部総務課人事係および各支局で交付します。

　�郵便により請求する場合
　　　おもてに「受験申込書等請求」と朱書きした封筒に、試験区分がわかる送付文（任意様式）と、宛て先を
明記して��円切手を貼った返信用封筒（長形�号）を必ず同封して下記の申込先へ請求してください。    

申し込み・問い合わせ先 � 総務課人事係　〒���-���� 新見市新見���番地�（������）

�������
市では、来春採用予定の職員採用候補者試験を次のとおり実施します。

■試験日および会場
　�月��日�　新見公立大学

■受付期間
　�月�日�～�月��日�（当日必着） ただし、土曜・日曜日は電子申請以外の受付ができません。

■試験区分、受験資格、人数                       

予定人数受験資格 試験区分

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人、
または平成��年�月末日までに卒業見込みの人

事務職

若干名

�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人、ま
たは平成��年�月末日までに卒業見込みの人

�身体障害者福祉法第��条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人 
�活字印刷文による出題、口頭による面接に対応できる人 

事務職
（身体に障害のある人）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有し、保育士
かつ幼稚園教諭の資格を有している人、または平成��年�月末日までに取得見込
みの人

保育士・
幼稚園教諭
（兼事務職）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校、専門学校または大学において
土木（農業土木を含む）系学科を履修し卒業した人、または平成��年�月末日ま
でに卒業見込みの人

土木技術職
（兼事務職）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく�年制大学（短期大
学を除く）または大学院において考古学を履修し卒業若しくは修了した人、また
は平成��年�月末日までに卒業若しくは修了見込みの人

文化財保護
（埋蔵文化財専門員）
（兼事務職）

若干名

�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人、ま
たは平成��年�月末日までに卒業見込みの人

�採用後は新見市に居住ができ、市内全域に通勤が可能な人 
�身体強健で、運動機能等に障害がなく、次の条件により消防職員としての適格性
を認められる人

　①身長：男性����以上、女性����以上　②体重：身長に比べ適当であること　③握力：男性両手
とも���以上、女性両手とも���以上　④肺活量：男性�����㏄ 以上、女性�����㏄ 以上　⑤視力：
矯正視力を含む両眼で���以上かつ一眼でそれぞれ���以上の視力で、赤色、青色及び黄色の色彩
の識別ができること　⑥聴力：正常で言語明瞭であること

�普通自動車（マニュアル車）以上の運転免許所有者（取得見込者を含む）
※なお、ヘルニアおよび腰痛の既往症のある人は、消防職務遂行上支障となり、医
師の診断を受けて頂きますので必ず申し出ること。

消防職

※身体に障害のある人は、上記の受験資格を有し、自力で通勤でき、かつ介護者なしで職務の遂行が可能な人とします。
※上記にかかわらず、次のいずれかに該当する人は、受験できません。
　�日本国籍を有しない人 
　�地方公務員法第��条に規定する欠格条項に該当する人 
　　・成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む。）
　　・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの人    等   
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公的個人認証サービス等受け付け 
窓口の本庁への統合について 

　

�
月
�
日
か
ら　

日
ま
で
の
�
か
月
間
は
、「
社

��

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
強
調
月
間
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

市
で
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
新
見

市
実
施
委
員
会
を
中
心
と
し
て
各
種
の
啓
発
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る

た
め
に
は
、
地
域
の
チ
カ
ラ
が
不
可
欠
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　

新
見
市
実
施
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

社会を明るくする
運動について

　

市
で
は
希
望
者
を
対
象
に
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
写
真
付
き
の
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
は
、
公
的
な
本
人
確

認
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
る
ほ

か
、
次
の
利
用
方
法
が
あ
り
ま
す
。

■
住
民
票
と
印
鑑
証
明
書
の
発
行

が
で
き
る
自
動
交
付
機
の
利
用

（
自
動
交
付
機
は
、市
役
所
玄
関

横
に
設
置
し
て
お
り
、
年
末
年

始
を
除
き
、
平
日
お
よ
び
休
日

の
�
時
か
ら�

時
ま
で
利
用
で

��

き
ま
す
。）

■
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
場
合
に
必
要
（
イ
ー
タ
ッ

ク
ス
〔
電
子
申
告
〕
等
の
電
子

申
請
を
利
用
す
る
場
合
）

　

こ
の
便
利
な
カ
ー
ド
を
よ
り
多

く
の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
、
期
間
限
定
で
カ
ー
ド
交

付
手
数
料
を
無
料
に
し
て
い
ま
す
。

カ
ー
ド
の
発
行
申
請
は
、
市
民
課

ま
た
は
各
支
局
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

■
無
料
交
付
申
請
受
付
期
間　

　

平
成　

年
�
月　

日
ま
で

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
課
市
民
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

各
支
局
の
住
民
窓
口
に
お

い
て
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
行
っ
て

い
る
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
手
続
き
は
、
平
成

　

年
�
月
�
日
以
降
は
本
庁

��の
み
で
受
け
付
け
業
務
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
本
庁
へ
統
合
す
る

受
け
付
け
業
務
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

■
住
民
票
の
広
域
交
付
（
市

外
住
民
か
ら
の
交
付
申
請

受
け
付
け
）

■
住
民
異
動
に
お
け
る
付
記

転
入
出
の
手
続
き
（
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
使
っ

て
行
う
転
入
・
転
出
手
続

き
）

　

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
の
発
行
申
請
等
は
従
来

通
り
支
局
で
も
お
受
け
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
市
民
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

住民基本台帳カードの無料発行について 

��

�
��
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������再 生������
　賃貸（利用権設定など）により耕作放棄地を再生・利用する取り組みに対して耕作放棄地
再生利用交付金が交付されます。

（１）草刈などの再生作業（草刈、抜根、耕起、整地等に対する支援）
　　荒廃の程度に応じ、交付金が交付されます。（初年度のみ）       

（２）土づくり（土壌改良に対する支援）
　　������円／��ａ（最大�年間）

（３）作付け（営農定着に対する支援）
　　������円／��ａ（�年間）
　　農地の所有者が自らこの事業に取り組んでも、交付金は交付されません。
　　耕作放棄地（農業振興地域の農地に限ります。）を引き受けて再生し、耕作してみようと
　　いう人は、農林課または各支局地域振興課にお問い合わせください。

申し込み・問い合わせ先 

新見市地域耕作放棄地対策協議会
�農林課農業振興係　（������）
�大佐支局産業建設係（������）

�神郷支局産業建設係（������）
�哲多支局産業建設係（������）
�哲西支局産業建設係（������）

�������円以上������円以上�������円未満������円未満作業経費

経費の���以内������円対象外交 付 金

ク リ ーンエネルギー
導入促進助成

太陽光発電システム設置費補助金

太陽熱温水器設置費補助金

上限補助率補助事業者（申請窓口）

������円設置費の��分の����-����生活環境課　環境保全係市

上限�ｋＷ当たり補助事業者（申請窓口）

�ｋＷ������円���-����生活環境課　環境保全係市

������円
����-���-����太陽光発電普及拡大センター（�����）国

（対象は、��ｋＷ未満の、太陽光発電システム）

�ｋＷ������円
����-���-����環境文化部　地球温暖化対策室県

（太陽光発電設備の設置だけでは、補助対象になりません）

　地球規模での環境保全やエネルギー安定供給の確保を図
り、自然豊かで環境にやさしいまちづくりを推進するため、
太陽光・熱エネルギー利用を積極的に支援する補助制度を
行っています。
　市・国・県の補助については表のとおりです。詳細につ
いては、各窓口にお問い合わせください。
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　子宮頸がんは、ウイルスの感染が主な原因とされ、２０～３０歳代に急増し
ており、乳がんは、女性ホルモンの影響を受けるため、閉経前の４０歳代後
半にもっとも多く発生しています。そのため、特定の年齢に達した女性に
対して、がんの早期発見を目的として女性特有のがん検診を昨年度から実
施しています。
　対象者は「子宮頸がん検診」は２０～４０歳で５歳刻みの年齢の人、「乳が
ん検診」は４０～６０歳で５歳刻みの年齢の人です。
　対象者へは「無料クーポン券」と「検診手帳」を既にお送りしています
ので、ぜひ検診を受けてください。

■問い合わせ先　健康づくり課健康づくり係（������）

「女性特有のがん検診推進事業」 の お知らせ

　ショートステイを含む介護保険施設に入所している低所得者については、居住費・食費に負担

上限額が設けられ、利用者の負担軽減が図られます。

■対象者　市民税非課税世帯の施設利用者

■対象施設　�特別養護老人ホーム　�介護老人保健施設　�介護療養型医療施設

　※ケアハウス、グループホームは対象になりません。

■認定証　申請により、該当する人には認定証を発行します。現在認定証をお持ちの人も�月末

で受給資格が終了しますので、�月からは再度申請が必要となります。

■申請手続き　介護保険課、各支局、各市民センター

■問い合わせ先　介護保険課保険管理係（������）

介護保険負担限度額認定申請 の お知らせ

介
護
者
の
つ
ど
い

　

市
で
は
、
認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、

介
護
者
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
不
安
や
悩
み
を
周
囲
に
相

談
し
な
が
ら
、
が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い
介
護
に
つ
い
て
、
み
ん
な

で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■参加費　実費（毎回お茶代として��円）
■定員　各��名
■申込期間　各回�日前まで
■申し込み・問い合わせ先　地域包括支援センター（������）

日時���月��日� ��：��～��：��
内容�ストレッチ体操
講師�げんき広場にいみインスト
　　　ラクター
会場�まなび広場にいみ小ホール

���
日時��月�日� ��：��～��：��
内容�認知症の理解
講師�岡山大学　医師

　　　 石  原   武  士 さん
いし はら たけ し

会場�正田ふれあいセンター

���

日時���月��日� ��：��～��：��
内容�認知症高齢者への対応の　
　　　仕方
講師�認知症キャラバン・メイト
会場�保健福祉センター

���
日時��月��日� ��：��～��：��
内容�座談会
会場�保健福祉センター

���
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●
事
業
目
的

　

就
学
前
児
童
の
子
育
て
支
援

活
動
を
行
う
団
体
に
対
し
、
活

動
拠
点
施
設
の
環
境
整
備
や
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

●
事
業
主
体

　

市
民
で
市
内
に
拠
点
を
設
置

予
定
の
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
各
種
団
体

●
対
象
事
業

　

新
た
な
子
育
て
支
援
活
動
団

体
と
し
て
次
の
よ
う
な
活
動
を

行
う
事
業（
既
存
団
体
は
除
く
）

�
子
育
て
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
立

ち
上
げ

�
母
親
の
育
児
サ
ー
ク
ル
や
子

育
て
サ
ー
ク
ル
の
立
ち
上
げ

�
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
立

ち
上
げ　

な
ど

●
対
象
経
費

�
賃
金
（
作
業
員
）

�
報
償
費
（
講
師
謝
礼
）

�
旅
費
（
講
師
等
旅
費
）

�
需
用
費
（
消
耗
品
費
・
印
刷

製
本
費
・
燃
料
費
）

�
役
務
費
（
通
信
運
搬
費
・
広

告
・
各
種
手
数
料
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
料
）

�
委
託
料
（
事
業
に
直
接
必
要

な
作
業
・
業
務
等
委
託
費
）

�
使
用
料
等
（
会
場
使
用
料
・

機
器
等
賃
借
料
）

�
原
材
料
（
会
場
設
営
資
材
購

入
費
・
苗
木
購
入
費
）

●
補
助
金
額

　

平
成　

年
度　

�
団
体
当
た

��

り
�
�
� , 
�
�
�
円
程
度

　

※
他
の
補
助
制
度
に
よ
る
事

　
　

業
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
応
募
期
限　

�
月
�
日
�

●
応
募
方
法

　

指
定
す
る
様
式
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
こ
ど
も
課
、
各
支

局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

様
式
は
こ
ど
も
課
、
各
支
局

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

平成２２年度

子育て支援団体の立ち上げを応援します
　市では、新たに地域で子育て支援活動を行う

団体に対して、立ち上げに必要な費用を助成します。
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◆
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
等
の
離
婚
な
ど
で
、
父

ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ

る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の

生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に

寄
与
し
、
子
ど
も
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

◆
父
子
家
庭
の
支
給
要
件
は

　

次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る　

歳
以
下
（
高
校
�

��

年
生
以
下
）
の
子
ど
も
に
つ
い

て
、
父
が
そ
の
子
ど
も
を
監
護

し
、か
つ
、生
計
を
同
じ
く
し
て

い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子

ど
も

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
子
ど
も

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

子
ど
も

⑤
そ
の
他
（
母
が
婚
姻
等
に
よ

ら
な
い
で
懐
胎
し
た
子
ど
も

な
ど
）

◆
手
当
額（
月
額
）

　

受
給
資
格
者
が
監
護
・
養
育

す
る
子
ど
も
の
数
や
受
給
資
格

者
の
所
得
、
同
居
の
家
族
の
所

得
の
状
況
等
に
よ
り
決
定
さ
れ

ま
す
。（
所
得
制
限
が
あ
り
、

支
給
が
停
止
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。）

�
児
童
�
人
の
場
合

　

全
部
支
給

　
　

�
� , 
�
�
�
円

   
一
部
支
給

　
　

� , 
�
�
�
円
〜

　
　

�
� , 
�
�
�
円

�
児
童
�
人
以
上
の
加
算
額

　
　

�
人
目　

� , 
�
�
�
円

　
　

�
人
目
以
降
�
人
に
つ
き

　
　

� , 
�
�
�
円

　

な
お
、
公
的
年
金
（
遺
族
年

金
・
障
害
年
金
等
）
を
受
給
中

の
人
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

受
給
資
格
者
お
よ
び
該
当
す

る
子
ど
も
の
戸
籍
謄
本
や
受
給

資
格
者
の
年
金
手
帳
の
写
し
な

ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
こ
ど
も
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学

校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
ま

た
は
免
除
さ
れ
た
人
、
日
本
の
国

籍
を
有
し
な
い
人
で
年
度
末
ま
で

に
満　

歳
以
上
に
な
る
人
な
ど
、

��

中
学
校
の
卒
業
資
格
を
有
し
な
い

人
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の

学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す

る
た
め
に
国
が
行
う
試
験
で
す
。

合
格
し
た
人
に
は
、
高
等
学
校
の

入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る

人
、
ま
た
は
、
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
で
あ
っ
た
人
で
、
平
成

　

年
�
月　

日
ま
で
に
満　

歳

��

��

��

以
上
に
な
る
人

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の

猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、

か
つ
、
平
成　

年
�
月　

日
ま

��

��

で
に
満　

歳
に
達
す
る
人
で
、

��

そ
の
年
度
の
終
わ
り
ま
で
に
中

学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を

得
な
い
事
由
が
あ
る
と
文
部
科

学
大
臣
が
認
め
た
人

③
平
成　

年
�
月　

日
ま
で
に
満

��

��

　

歳
以
上
に
な
る
人
（
①
お
よ

��び
④
に
掲
げ
る
人
を
除
く
。）

④
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、

平
成　

年
�
月　

日
ま
で
に
満

��

��

　

歳
以
上
に
な
る
人

��
■
試
験
科
目

　

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

　

外
国
語
（
英
語
）

■
願
書
受
付
期
間

　

�
月　

日
�
〜
�
月
�
日
�

��

　

（
消
印
有
効
）

■
試
験
期
日

　
　

月
�
日
�

��
■
合
格
発
表

　
　

月　

日
�
予
定

��

��

■
申
し
込
み（
願
書
請
求
）

　

問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�
―

�
�
�
�

　

岡
山
市
北
区
内
山
下
�
―

�
―

�

　

岡
山
県
教
育
庁
学
校
教
育
振
興
課

　

（
�
�
�
�-

�
�
�-

�
�
�
�
）

　

学
校
教
育
課
学
事
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

平
成�

年
度

��

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中
学
校

卒
業
程
度
認
定
試
験
実
施
の
ご
案
内

平成��年 �月��日か ら、

父子家庭の
みなさんも
児童扶養手
当の対象と
なります。
　ひとり親家庭に対する自立を支援

するため、平成��年�月�日から父

子家庭の父も児童扶養手当の対象と

なります。　児童扶養手当を受給す

るためには、市への申請が必要とな

ります。詳しくは、こども課へお問

い合わせください。

　なお、現在父子家庭児童養育手当

を受給中の人は、児童扶養手当へ変

更となりますので、再度申請をお願

いします。
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　市では情報化計画の進捗状況や見直しに関
することなどについて審議していただく「新
見市情報化推進委員会委員」を募集します。

●募集人数　若干名
●任期　平成��年�月��日まで
●応募資格　満��歳以上の人で、市内に住所
がある人、または、市外へ在住の人で市　
内の事業所に勤務している人
　＊ただし、市議会議員、市職員、政党また
は政治団体の役員、職員は委員になるこ
とができません。

●応募締切　�月��日�必着
●申込方法　申し込みの動機（���字程度）
と住所、氏名、性別、電話番号を記入のう
え応募ください。
　（様式の指定はありません。）
●申し込み・問い合わせ先　
　情報管理課情報管理係
　（������・Fａｘ�����）
    電子メール ｊｏｈｏ@ｃｉｔｙ�ｎｉｉｍｉ�ｏｋａｙａｍａ�ｊｐ

  新見市 情報化推進委員会委員を募集 

　新見市杯ゴルフ大会実行委員会では、市民の健康増進、生
涯スポーツの振興などを目的に、新見市杯ゴルフ大会を開催
します。みなさんの参加をお待ちしております。

●日時　�月��日�　�時スタート　※雨天決行

●場所　北房カントリークラブ　真庭市下中津井����　

●参加費　�����円（プレー費別、チャリティ基金含む）

●募集人員　���人（��組）

●申込方法　申し込み用紙は次の場所に置いています。

　�ゴルフリバーサイド���　�新見商工会議所

　�生涯学習課スポーツ振興係（まなび広場にいみ）および

　各支局

　　申し込み用紙に必要事項を記入して大会実行委員会事務

局までＦＡＸで申し込みをするか、直接電話で申し込みを

してください。

●申込期限　�月��日� ※ただし、定員となり次第締め切ります。

●主催・問い合わせ先

　新見市杯ゴルフ大会実行委員会事務局

　リバーサイド���内（������・Fａｘ�����）

第�回 新見市杯ゴルフ大会参加者募集
（子育て支援チ ャリ ティ）

夏夏夏夏夏夏・・・・・・ままままままつつつつつつりりりりりり夏 ・ まつ り
感感感感感感動動動動動動のののののの瞬瞬瞬瞬瞬瞬間間間間間間感動の 瞬 間

新新新新
見見見見
ふふふふ
るるるる
ささささ
とととと

新 
見 
ふ
る
さ
と

ままままま
つつつつつ
りりりり
 
り
��
��
��
��
���
��

�
�

��

��

※
雨
天
の
場
合
は
、翌
�
日
に
順
延
し
ま
す
。

　

（
順
延
の
決
定
は
、当
日
の　

時
に
発
表
し
ま
す
。）

��

「
第

回
新
見
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

��

夏
お
ど
り
に
星
空
屋
台
村
・
花
火
等
、
真
夏
の
夜
を
み
な

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

特
に
夏
お
ど
り
は
、
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
で
あ
り
、
市
内
全
域

か
ら
多
く
の「
踊
り
連
」の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
踊
り
の
練
習
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
講

師
の
派
遣
を
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
グ
ル
ー
プ
や
家
族
単
位
で
の
参
加
も
歓
迎
！
）

●
児
童
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

場
所
／
駅
前
通
り
特
設
お
ま
つ
り
広
場

●
夏
お
ど
り

場
所
／
駅
前
通
り
特
設
お
ま
つ
り
広
場

●
星
空
屋
台
村

場
所
／
駅
前
通
り
昭
和
橋

●
花
火
大
会

場
所
／
江
道
橋
上
流
河
原

■
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

（
�
�
�
�
�
�
）

新見ふるさとまつり
児童ポスターコンクール
新見ふるさとまつり振興会長賞

 横  見  歩 海   さん（思誠小・�年生）
よこ み あゆ み



市報にいみ 第６４号
����������

　

市
で
は
、
市
内
で
新
た
に
事
業

を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
人
を

支
援
す
る
た
め
、
創
業
支
援
施
設

「
ｉ
―
ｂ
ｏ
ｘ
に
い
み
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
施
設
へ
の
入
居
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
入
居
を
希

望
さ
れ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
施
設
の
概
要
、

入
居
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
住
所

　

新
見
市
正
田
�
�
�
―
�

■
施
設

　

事
務
室（
�
㎡
）　

�
室

　

事
務
室（　

㎡
）　

�
室

��

■
入
居
要
件

①
市
内
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
る
事
業
を
行
う
人

②
事
務
室
退
室
後
も
市
内
に
お
い

て
引
き
続
き
事
業
を
行
う
意
志

を
有
し
て
い
る
こ
と

③
都
道
府
県
民
税
お
よ
び
市
区
町

村
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

④
法
人
の
場
合
、
創
業
後
�
年
以

内
で
、
中
小
企
業
者
以
外
の
企

業
者
の
出
資
比
率
が　

パ
ー
セ

��

ン
ト
を
超
え
な
い
こ
と

■
入
居
期
間

　

原
則
�
年
以
内
（
最
長
�
年
間

　

延
長
可
能
）

■
使
用
料

�
事
務
室（
約
�
㎡
）

　

月
額
� , 
�
�
�
円
（
電
気
料

金
・
電
話
料
金
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
使
用
料
は
別
途
実
費
負
担
）

�
事
務
室（
約　

㎡
）

��

　

月
額
�
� , 
�
�
�
円（
電
気
料

金
を
含
む
。
電
話
料
金
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
料
は
別
途
実

費
負
担
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

ｉ -
ｂ 
ｏ
ｘ
に
い
み

 
安
い
賃
料
で
利
用
で
き
ま
す　
　

　スポーツを通した健康増進、リラクゼーションおよび
コミュニケーションの場として、広く市民のみなさんに
施設をご利用いただくため、各世帯に「半額利用券」を
�枚ずつお配りします。
　この券を利用すれば利用料金が半額となりますので、点
線に沿って切り取り、受け付けに提示のうえ、ご利用ください。

■対象者　��歳以上の人
■対象施設
・プール、フィットネス（トレーニングルームを含む）
　※浴場のみの利用はできません
■料金

　※��歳以上の人、障害者の人は（   ）の料金となります。
　　（ただし、証明するものが必要です。）
■有効期限　平成��年��月��日�
■問い合わせ先　健康づくり課親子保健係（������）

�日利用一時利用

�����円（���円）���円（���円）通常利用料金　　

　���円（���円）���円（���円）半額券利用の場合

一般

割引

問い合わせ先　健康づくり課（������）

有効期限：Ｈ���������

��������
げ ん き広場にいみ

一般

割引

問い合わせ先　健康づくり課（������）

有効期限：Ｈ���������

��������
げ ん き広場にいみ

新見市健康増進施設「げんき広場にいみ」

�半 額利 用 券�を
ご 利用ください

入
居
者

募
集

点
線
で
切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。



■内容　ワープロソフト「ワード」で表・図・飾り文字を使った
文書作成（�回連続）

■対象　パソコンで文字（かな・数字）を入力できる人
■日時　�月��日�、��日�、��日�　
　時間はいずれも��：��～��：��
■会場　まなび広場にいみ�階パソコン教室
■参加費　�����円（テキスト代別途）
■定員　��名（多数の場合は抽選）
■申込方法　講座名（パソコン講座�月「ワープロの基礎」）、
郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記入して、ハガキま
たはＦＡＸでお申し込みください。また、まなび広場にいみ
受付にも申込用紙を置いていますので、こちらもご利用く
ださい。（電話では受付できません）

■申込締切　�月��日（木）
■申し込み・問い合わせ先
　〒���－����　新見市新見���－�
　生涯学習課生涯学習係（������）（������）

パソコン講座�パソコン講座�
まなび広場にいみ主催

ワープロ
の初歩

市営住宅入居者募集

■申込方法　入居希望者は、�月��日�必着で、都市整備課に備え付けの用紙でお申し込みください。
申し込みに際しては、所得制限などがありますので、詳しくはお問い合わせください。締め切り後、

なお空室がある場合には、��月末まで随時募集とします。

■問い合わせ先　都市整備課都計・住宅係（������） 

唐松 西方 土井

その他家賃
(所得により決定します)

募集
戸数面積構造規模団地名

単身者不可 
※申込者が�名以
上の場合の入居
決定については、
選考委員会で決
定されます。

 �����円～������円������簡耐�階建  �ＤＫ市営住宅 唐松（唐松）

������円～������円 �����������  ���市営住宅 西方（西方）

 �����円～������円������簡耐平屋建  �ＤＫ
市営住宅 土井（哲多町本郷）

������円～������円������簡耐平屋建  �ＤＫ

7月

��月��日 国 勢 調 査 を 実 施 し ま す。 
　国勢調査は、平成��年��月�日現在、日本に住んでいるすべての人および世帯
が対象です。調査結果は、さまざまな法令に基づいて使われるほか、社会福祉、
雇用対策、生活環境の整備など、私たちのより良い生活のために役立てられます。
　調査票への回答、よろしくお願いします。

■問い合わせ　企画政策課政策係（������）

生年月日
 (男･女)

年齢

歳

（生年月日・年齢をご記入ください）

利用施設
プール ・フィットネス （トレーニングルームを含む）

※半額利用券１枚につき、１名の利用が可能です。

生年月日
 (男･女)

年齢

歳

（生年月日・年齢をご記入ください）

利用施設
プール ・フィットネス （トレーニングルームを含む）

※半額利用券１枚につき、１名の利用が可能です。
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パ
ス
テ
ル
（
乾
燥
し
た
顔
料

を
粉
末
状
に
し
粘
着
剤
で
固

め
た
画
材
）
な
ど
の
素
材
を

使
い
、
人
物
画
で
基
礎
的
な

デ
ッ
サ
ン
や
素
描
を
体
験
し

ま
す
。

■
講
師

　
 
宮  
廻  
正  
明 
さ
ん

み
や 

さ
こ 

ま
さ 

あ
き

　

（
日
本
美
術
院
同
人
・
評
議
員
、

東
京
芸
術
大
学
教
授
）

　
 
平   
諭  
一  
郎 
さ
ん

た
い
ら 

ゆ 

い
ち 

ろ
う

　

（
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
非

常
勤
講
師
）

　
 
古  
賀  
海  
人 
さ
ん

こ 

が 

う
み 

と

　

（
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
博

士
�
年
）

　
 
武  
田  
裕  
子 
さ
ん

た
け 

だ 

ゆ
う 

こ

　

（
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
博

士
�
年
）

　
 
京
都  
絵  
美 
さ
ん

み
や
こ 

え 

み

　

（
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
博

士
�
年
）

■
申
込
方
法

　

参
加
希
望
の
人
は
、住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
コ

ー
ス
を
明
記
し
て
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
�
月
�
日
�
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�-

�
�
�
�

　

新
見
市
新
見
�
�
�-

�

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

（
Ｆ 
Ａ 
Ｘ

�
�
�
�
�
）

　

日
本
美
術
院
同
人
で
、
評
議

員
の
東
京
芸
術
大
学
教
授
、
宮

廻
正
明
さ
ん
ほ
か
、
�
名
の
講
師

を
迎
え
て
絵
画
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
程

　

�
月　

日
�
・　

日
�
の
�

��

��

日
間

■
場
所

　

ま
な
び
広
場
に
い
み

■
参
加
費（
市
内
）

�
一
般　

� , 
�
�
�
円

�
高
校
生　

� , 
�
�
�
円

�
小
学
校
�
年
生
〜
中
学
生

　

� , 
�
�
�
円

■
定
員

　

各
コ
ー
ス　

名
��

■
コ
ー
ス

①
日
本
画
コ
ー
ス

　

日
本
画
の
伝
統
技
法
を
体
験

し
ま
す
。今
回
は「
揉
み
紙
」

と
い
う
技
法
を
用
い
て
花
や

野
菜
を
描
き
ま
す
。

②
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
ス

絵絵画画教教室室

　

市
民
運
動
公
園
の
防
災
化
整
備

事
業
工
事
を
実
施
す
る
た
め
、
�

月　

日
�
か
ら
�
月　

日
�
ま
で

��

��

次
の
施
設
を
休
止
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
利
用
休
止
施
設

�
市
民
プ
ー
ル
�
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

�
野
外
活
動
棟
�
キ
ャ
ン
プ
場

�
炊
事
場　
　

�
遊
園
地

■
利
用
可
能
施
設

�
市
民
体
育
館

�
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

（
練
習
利
用
の
み
可
能
で
す
。）

※
工
事
に
伴
い
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

が
減
少
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
下
の
大
型
車

駐
車
場
を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
工
事
期
間
中
は
工
事
車

両
が
出
入
す
る
た
め
十
分
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
民
体
育
館

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

新
見
市
民
運
動
公
園

内
施
設
の
利
用
休
止

に
つ
い
て

①
土
地
の
境
界
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

②
先
祖
名
義
の
土
地
が
ど
こ
に
あ
る

か
わ
か
ら
な
い
。

③
土
地
の
面
積
が
登
記
簿
と
違
っ
て

い
る
。

④
切
り
絵
図
を
見
た
が
、
土
地
の
形

が
わ
か
ら
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
で
困
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

土
地
は
、
位
置
を
示
す
「
切
り
絵

図
」
と
、
所
有
者
や
面
積
、
地
目
な

ど
を
記
録
し
た
「
登
記
簿
」
が
、

法
務
局
に
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
切
り

絵
図
は
明
治
初
期
の

測
量
技
術
で
作
ら

れ
た
も
の
で
、
正
確

な
形
や
境
界
が
わ
か

り
に
く
く
、し
ば
し
ば

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

地
籍
調
査
で
は
、
み
な
さ
ん
の

貴
重
な
財
産
で
あ
る
土
地
を
守
る
た

め
、
一
筆
ご
と
に
、
所
有
者
、
地
番
、

地
目
、
境
界
を
調
査
し
、
最
新
の
測

量
技
術
で
正
確
な
測
量
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
地
籍
図
お
よ
び
地
籍
簿
と

し
て
作
成
し
ま
す
。

　

地
籍
調
査
が
完
了
す
る
と
法
務
局

に
保
管
さ
れ
て
い
る
登
記
簿
と
地
図

は
正
確
な
内
容
に
書
き
換
え
ら
れ
、

再
び
大
切
に
保
管
さ
れ
ま
す
。

地
籍
調
査
が
完
了
す
れ
ば

◎
土
地
の
境
界
、
面
積
、
権
利
関
係

な
ど
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

◎
農
林
事
業
や
道
路
整
備
な
ど
公
共

事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
適
正

化
が
図
れ
ま
す
。

◎
農
業
経
営
の
引
継
ぎ
や
、
経
営
の

効
率
化
が
図
れ
る
な
ど
、
い
つ
で

も
活
用
で
き
ま
す
。

調
査
地
区
に
つ
い
て

　

「
地
籍
調
査
」は
、
土
地
一
筆
ご
と

に
境
界
を
確
認
し
測
量
を
行
う
た
め
、

市
内
全
域
の
調
査
完
了
ま
で
に

は
と
て
も
長
い
時
間
と
多

額
の
経
費
が
か
か
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
年

度
ご
と
に
調
査
地
区

を
設
定
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

平
成�

年
度

��

�
調
査
後
の
閲
覧
地
区

　

西
方
の
一
部
、
上
市
の
一
部
、

神
郷
油
野
の
一
部

�
現
地
調
査
地
区

　

石
蟹
の
一
部
、
神
郷
油
野
の
一
部
、

哲
西
町
八
鳥
の
一
部

　

地
権
者
の
み
な
さ
ん
に
は
説
明
会

へ
の
出
席
、
調
査
準
備
や
現
地
立
会

な
ど
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
国
土
調
査
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

参加者募集

地籍調査で
確かな財産
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「
お
父
さ
ん
、
今
日
も
行
く
ん
じ

ゃ
ろ
」
朝
食
の
と
き
妻
が
尋
ね
る
。

私
は
最
近
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

ゲ
ー
ム
に
興
じ
て
い
る
。
始
め
た

き
っ
か
け
は
定
年
退
職
後
に
、
知

人
か
ら
誘
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

以
来
、
�
年
を
経
過
し
た
。

　

毎
年
、
東
京
の
本
部
か
ら
機
関

誌
が
送
ら
れ
て
く
る
。
そ
れ
に
は

い
つ
も
投
稿
者
の
川
柳
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
そ
の
な
か

の
一
句
に
「
下
手
な
の
に
今
日
は

駄
目
だ
と
言
っ
て
い
る
」
と
い
う

の
が
あ
っ
た
。
読
ん
で
思
わ
ず
苦

笑
し
て
し
ま
っ
た
。
作
者
は
ま
さ

に
私
の
こ
と
を
言
い
当
て
て
い
る

の
だ
。

　

私
な
り
に
上
手
く
な
り
た
い
と

思
い
、
せ
っ
せ
と
練
習
は
す
る
。

し
か
し
資
質
は
も
は
や
今
更
変
え

よ
う
が
な
く
、
一
向
に
上
手
く
な

「下手の横好き」

 小  原   満  繁   さん
こ はら みつ しげ

［哲西町大竹］ ��歳

ら
な
い
。
家
で
そ
れ
を
愚
痴
る
と
、

妻
が
「
ほ
ん
な
ら
止
め
り
ゃ
あ
え
え

が
」
と
言
う
。
と
こ
ろ
が
止
め
ら
れ

な
い
。

　

な
ん
で
か
。
理
由
は
簡
単
。
ゲ
ー

ム
で
は
ボ
ー
ル
を
強
く
、
遠
く
へ
打

つ
と
き
が
あ
る
。
そ
の
と
き
、
た
ま

た
ま
ボ
ー
ル
が
ク
ラ
ブ
ヘ
ッ
ド
の
真

芯
に
当
た
り
、「
カ
チ
コ
ー
ン
」
と

い
う
快
音
と
と
も
に
、
ホ
ー
ル
ポ
ス

ト
を
目
掛
け
て
一
直
線
に
走
る
。
そ

の
と
き
の
快
感
。
ま
た
打
ち
損
じ
た

の
に
、何
か
の
拍
子
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
結
果
オ
ー
ラ

イ
で
、
ず
い
ぶ
ん
得
を
し
た
気
分
に

な
る
。

　

要
す
る
に
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
が
好

き
な
の
で
あ
る
。
下
手
の
横
好
き
だ

が
、
こ
れ
か
ら
も
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
、
ゲ
ー
ム
ヘ
の
参
加
を
続

け
た
い
。

は
川
や
山
で
遊
ん
だ
り
、
子
供

会
の
行
事
で
は
竹
と
井
戸
水
を

つ
か
っ
て
流
し
そ
う
め
ん
を
し

た
り
し
ま
し
た
。
竹
藪
の
竹
で

作
っ
て
も
ら
っ
た
竹
馬
で
遊
ん

だ
り
も
し
て
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
新
見
に
住
ん
で
い

る
人
た
ち
も
そ
う
い
っ
た
経
験

を
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　

私
が
新
見
で
一
人
暮
ら
し
を

始
め
て
約
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
新
見
で
、
私
の
ふ

る
さ
と
の
共
通
点
を
み
つ
け
た

り
、
新
た
な
発
見
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

私 
の 
ふ
る 
さ 
と 
か 
ら 
見
た 「
新
見
」

私
の
ふ
る
さ
と
の

共
通
点
探
し

 
水  
船  
二  
美 
代
   
  
さ
ん

み
ず 

ふ
ね 

ふ 

み 

よ

  （
出
身 ‥

兵
庫
県
）

（筆者は前列右端）

　

私
の
ふ
る
さ
と
と
新
見
に
は

い
く
つ
か
共
通
点
が
あ
り
、
ひ

と
つ
は
和
牛
が
有
名
な
と
こ
ろ

で
す
。

　

値
段
が
高
い
の
で
、
め
っ
た

に
食
べ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
肉
は
や
わ
ら
か
く

味
は
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　

子
供
の
こ
ろ
、
夏
に
家
の
外

で
家
族
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
外
で

食
べ
る
と
味
は
ま
た
格
別
で
し

た
。
ま
た
い
つ
か
千
屋
牛
と
の

味
比
べ
も
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
自
然
が
豊
か

な
と
こ
ろ
で
す
。
子
供
の
こ
ろ
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南 か ら

Hello Niimi City! My name is Donald Wynn.
 I come from Colorado Springs, Colorado in the United States. 
Colorado Springs is a very beautiful city, with many beautiful 
mountains and diverse wildlife. Niimi also has many beautiful 
mountains and all the people are so friendly and welcoming, I 
feel right at home already. Colorado Springs is home to a 
baseball team called the Sky Sox. I used to go to many Sky Sox 
games in Colorado.
 As you may have guessed, one of my hobbies is baseball. 
Another one of my other hobbies is writing both poetry and 
prose. In fact, thatﾕs what I went to college for in America. I 
went to Knox College in Galesburg, Illinois and itﾕs famous in 
Japan because the very first Japanese professional baseball 
player in America went to Knox.
I also play the violin, and have kept playing here in Japan. I 
have played since I was 5 years old. In high school, I was part 
of a prestigious youth orchestra. We went on international 
tours to New Zealand, Australia, and Spain. 
 This is not my first time in Japan, I came with my college to 
study in winter of 2006. We went to Tokyo, Kyoto, Himeji and 
Hiroshima and performed research. I am so happy to be back 
and doing something that I love. My Japanese is not very good, 
but it gets everyday and everyone is so helpful and patient 
with me. So let me take this chance to say thank you!
 My favorite thing about Niimi, aside from the mountains and 
the nature and the nice people is the delicious food. I donﾕt 
think Iﾕve eaten something I didnﾕt like yet. I am so glad to be 
here in Niimi and so excited to be working with such great 
teachers and ALTs. I have much to learn, but I learn a little 
more each day. And I hope to learn more tomorrow.

北

か

ら

第　

通
��

 中  村    淳 平   さん（��歳）

なか むら じゅん ぺい

大阪府茨木市（出身：高尾）
アナウンサー（ＮＨＫ大阪放送局）

と
ト
ー
ス
ト
と
コ

ー
ヒ
ー
の
朝
食
を
と
り
、
シ

ャ
ワ
ー
で
す
っ
き
り
と
目
を
覚
ま
し
た
ら
、

�
時
過
ぎ
に
は
出
局
。
朝
一
番
の
関
西
の

ニ
ュ
ー
ス
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
に
来
て
そ
ろ
そ
ろ
�
年
に
な
り
ま
す
。
次
の

転
勤
も
視
野
に
入
っ
て
く
る
年
月
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ど
ん
ど
ん
岡
山
か
ら
遠
ざ
か
る
の
か
、
は
た
ま
た
岡

山
に
戻
れ
る
の
か
…
。
ま
だ
し
ば
ら
く
は
、
こ
て
こ

て
の
お
っ
ち
ゃ
ん
お
ば
ち
ゃ
ん
と
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

に
囲
ま
れ
て
、
関
西
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
守
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。『
お
は
よ
う
関
西
』

で
す
」
と
い
う
朝
�
時　

分
の
私
の
コ
ー

��

ル
で
番
組
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
に
つ
な
ぐ
ま

で
の　

分
間
が
、
今
の
私
の
仕
事
場
で
す
。

��

　

こ
の
春
か
ら
、
近
畿
�
府
�
県
に
向
け
た
朝
の

ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
月
〜
金
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
枠
の
番
組
を
担
当
す
る
の
は
、
岡
山

局
時
代
の
「
き
び
き
び
ワ
イ
ド
�
�
�
」（
懐
か

し
〜
！
）
以
来
で
す
。

　

毎
朝
�
時
頃
に
起
き
出
し
て
、
録
画
し
た
昨
晩

の
ニ
ュ
ー
ス
を
�
・
�
倍
速
で
見
な
が
ら
バ
ナ
ナ

★

ド
ナ
ル
ド
・
ウ
ィ
ン
さ
ん

お

出
身
地：

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
コ
ロ
ラ
ド
州

勤
務
先：

上
市
小
・
正
田
小
・
塩
城
小

「

　新見のみなさんこんにちは！私の名前はドナルド・ウィンです。
　僕はアメリカのコロラド州にあるコロラドスプリングスから来ました。コ
ロラドスプリングスは大自然に恵まれたとても美しい街です。新見もま
た自然が豊かで、皆さんがとても温かいので、まるで我が家にいるよ
うな感じがしています。コロラドスプリングスはスカイソックスという野球
チームのホームで、コロラドではよく試合を見に行ったものです。
　もうお分かりかもしれませんが、野球は僕の趣味の一つです。他の
趣味はと言えば、詩や物語を書くことで、アメリカで大学に進んだの
もその分野を学ぶためでした。僕が通ったイリノイ州ゲールスバーグ
にあるノックス大学は、日本人初のアメリカプロ野球選手が在籍して
いたことで有名です。
　僕はバイオリンを弾くのも好きで、�歳の頃から続けており、日本に
来てからも弾いています。高校の時には一流のユースオーケストラに
所属し、国際ツアーで世界各国を回ったこともあります。
　僕は����年の冬に、研究のために大学の仲間と東京、京都、姫路
そして広島を訪れました。また日本に戻って来ることができてとても
うれしいです。僕の日本語はあまり上手ではありませんが、みなさん
が辛抱強く助けてくれるのでだんだん良くなると思います。この場を
借りてお礼を言わせてください。ありがとうございます！
　自然が豊でみなさんが親切だということのほかに、もう一つ僕が
新見を気に入っている理由に食べ物がおいしいということがあります。
これまで食べたものでおいしくなかったものはありません。ここ新見
で、素晴らしい先生やＡＬＴたちと一緒に働けるのがとてもうれしく、
そしてわくわくしています。学ぶべきことは多いですが、毎日少しず
つ勉強して行きたいと思います。



　      多彩なイベント、
        千屋牛うまいもの市 大盛況！
 　       ●��������	
��
���

　   郷土の誇り
　  ●中川博之さんに市民栄誉賞

　�月�日�、市長室で 中  川  博  之 さんに市民栄誉賞が授与されました。
なか がわ ひろ ゆき

　中川さんは「たくさんの人と出会いそして支えがありました。これからも出会いを大切に一生懸命頑張りた
い」と述べられました。
　この市民栄誉賞は、市の名声を高め、広く市民から郷土の誇りとして敬愛され、市民に明るい希望を与えられるこ
とに顕著な功績のあった人を表彰するものとして、今年制定され中川さんが第�号の受賞者となられました。

　�月�日�、哲多町本郷の本郷小学校グラ
ウンドを主会場に「第27回哲多ふる里すずら
んまつり」が開催されました。
　当日は、新見出身の中川博之さんによる歌
謡道場などさまざまなイベントが催され、市内外
から多くの人が訪れました。
　また、バザー会場では、
「千屋牛うまいもの市」が
開催され、各種団体による
バザーや新見高校生によ
るスズランの販売なども
行われ、訪れた人たちが
次々と地元の特産品など
を買い求める姿が見られ、
会場は終日賑わいました。
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   伝統！ 農作業風景再現
     ●神郷太鼓田植が開催

　   中国河南省信陽市
       河区からの留学生
 　   ●市を表敬訪問

　�月��日�、市長室で市と友好都市縁

組を結んでいる中国 河  南  省  信  陽 市     河 
か なん しょう しん よう し が

 区 からの留学生�名が表敬訪問しました。
く

　この留学生の受入れは平成��年に始

まり今年度が�回目で、これまでに延

べ��人が来日して学んでいます。

　�月�日�、新見美術館で開催さ

れている「榎木孝明水彩紀行展」の

特別イベントとして、水彩画を出展

している俳優の 榎  木  孝  明 さんを招い
えの き たか あき

たサイン会が開催されました。

　榎木孝明さんは、来場者に��歳の

頃から個展を開いていることなどを

紹介し、「他人の評価は気にせず楽

しんで描いてほしい」とアドバイス

していました。

　�月��日�、神郷下神代の「夢す
き公園」前体験田を会場に「神郷太鼓
田植」が開催されました。
 当日は、神代郷土民謡保存会や神代
小学校の生徒��人が田植えを行った
ほか、見物客からの飛び入り参加もあ
り田植えを楽しんでいました。
　なお、神郷太鼓田植えは、�月��
日�に岡山市の後楽園で開催された
「お田植え祭」で披露されました。

   榎木孝明 さ んサ イン 会
     ●新見美術館
       「開館��周年記念特別展」

し
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ポ
イ
ン
ト
� 

食
品
購
入
時

◎
肉
、魚
、野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
は

新
鮮
な
物
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
！

◎
表
示
の
あ
る
食
品
は
、
消
費
期
限
な

ど
を
確
認
し
て
、購
入
し
ま
し
ょ
う
！

◎
購
入
し
た
食
品
は
、
肉
汁
や
魚
な

ど
の
水
分
が
も
れ
な
い
よ
う
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け

て
包
み
、
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！

（
生
の
肉
や
魚
に
は
細
菌
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
扱
い
に
は
注
意
し

ま
し
ょ
う
！
）

ポ
イ
ン
ト
� 

家
庭
で
の
保
存

◎
冷
蔵
や
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は
、

持
ち
帰
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
冷
蔵
庫

食
中
毒 
に 
注
意 
し
ま 
し
ょ 
う

や
冷
凍
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
！

◎
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
食
品
を
詰
め

込
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
！
（
目
安
は
�
割
程
度
で
す
。）

◎
食
品
は
早
め
に
使
い
切
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
！

ポ
イ
ン
ト
� 

下
準
備

◎
作
業
台
や
調
理
器
具
は
清
潔
に
し

ま
し
ょ
う
！

◎
作
業
の
前
や
肉
・
魚
・
卵
を
取
り
扱

っ
た
後
は
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
！

◎
肉
や
魚
な
ど
の
汁
が
、
果
物
や
サ

ラ
ダ
な
ど
の
生
で
食
べ
る
物
や
調

理
の
済
ん
だ
食
品
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

◎
野
菜
や
果
物
は
流
水
で
し
っ
か
り

洗
い
ま
し
ょ
う
！

◎
生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
、
洗
わ

ず
に
そ
の
包
丁
や
ま
な
板
で
、
果

物
や
野
菜
な
ど
生
で
食
べ
る
食
品

や
調
理
の
終
わ
っ
た
食
品
を
切
る

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

◎
生
の
肉
や
魚
を
扱
っ
た
包
丁
や
ま

な
板
は
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ

う
！
熱
湯
を
か
け
て
消
毒
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
� 

調
理

◎
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
十
分

に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
！
（
目
安
は
、

　

度
で
�
分
以
上
で
す
。）

��
◎
料
理
を
途
中
で
や
め
る
時
は
、
冷

蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
！

◎
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
場
合
も
十
分

に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
！
熱
が
伝
わ

り
に
く
い
物
は
、
時
々
か
き
混
ぜ

る
こ
と
も
必
要
で
す
！

◎
作
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

ポ
イ
ン
ト
� 

食
事

◎
食
卓
に
つ
く
前
に
必
ず
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
！

◎
清
潔
な
手
で
、
清
潔
な
器
具
を
使

い
、
清
潔
な
食
器
に
盛
り
つ
け
ま

し
ょ
う
！

◎
温
か
く
食
べ
る
料
理
は
常
に
温
か

く
、
冷
や
し
て
食
べ
る
料
理
は
常

に
冷
た
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

◎
調
理
後
は
な
る
べ
く
早
く
食
べ
ま

し
ょ
う
！

ポ
イ
ン
ト
� 

残
っ
た
食
品

◎
残
っ
た
食
品
は
早
く
冷
え
る
よ
う

に
浅
い
容
器
に
小
分
け
に
し
て
保

存
し
ま
し
ょ
う
！

◎
時
間
が
経
ち
す
ぎ
た
り
、
少
し
で

も
怪
し
い
と
思
っ
た
物
は
、
口
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

◎
残
っ
た
食
品
を
温
め
直
す
時
も
十

分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
！
（
目
安

は　

度
以
上
で
す
。）

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
支
援
係

  
（
�
�
�
�
�
�
）

　

食
中
毒
は
、
学
校
・
仕
出
し
屋
・
旅
館
・
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
意
外
に
も
一
般
家
庭
で
の
発
生
も
多
い
で
す
。

　

発
生
率
で
い
う
と
、
飲
食
店
に
次
い
で
多
く
第
�
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
食
中
毒
は
�
年
中
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
や
は
り
暑
い
季
節
（
�
月
〜
�
月
）
の
�
か
月
が
最
も
多
い
で
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
三
原
則
は
、
食
中
毒
菌
を
「
付
け
な
い
・
増
や
さ
な
い
・
殺
菌
す
る
」
で
す
。
こ
の
三

原
則
を
基
本
と
し
た
家
庭
で
出
来
る
食
中
毒
予
防
「
�
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ポ

イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と
行
い
、
家
庭
で
の
食
中
毒
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
！
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休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

診療時間はいずれも
9時から17時までです。

高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内

担当病院

新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、
　　　　　日曜日、祝日

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������
庄原市　こぶしの里病院 ������-�-����
真庭市　近藤病院（内・外） �����-��-����
真庭市　本山医院（内） �����-��-����

�月��日（日）

新見市　太田病院 ������
庄原市　東城病院 ������-�-����
真庭市　落合病院（内） �����-��-����
真庭市　勝山病院（外） �����-��-����
真庭市　米田医院（内） �����-��-����

�月��日（日）

新見市　渡辺病院 ������
庄原市　瀬尾医院 ������-�-����
真庭市　河本病院（内・外） �����-��-����
真庭市　新庄村診療所（内） �����-��-����

�月��日（月）

新見市　太田病院 ������
庄原市　こぶしの里病院 ������-�-����
真庭市　湯原温泉病院（内･外） �����-��-����
真庭市　まにわ整形外科（外） �����-��-����
真庭市　さくもとクリニック（外） �����-��-����

�月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院 ������
庄原市　東城病院 ������-�-����
真庭市　中山医院（内・外） �����-��-����
真庭市　高田医院（外） �����-��-����

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������
庄原市　細川医院 ������-�-����
真庭市　金田病院（内・外） �����-��-����
真庭市　宮島医院（内） �����-��-����

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
受付時間　�：��～��：��　

歯科

内科

検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんなどの症状について当番の小児科医または看護師等が電
話で相談に応じるとともに受診等について適切なアドバイスを行います。

■電話番号　����� または�������������
　（＃����については、携帯電話およびプッシュ回線固定　電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��時～��時  �土曜、日曜、祝日および��月��日～翌年�月�日： ��時～��時
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子どもおよびその保護者

※育児相談、健康診査は、
　新見市に住民登録（住民票）のある人のみ
　受けることができます

●３～４か月児健康診査
対象児時間会場曜日月日

平成��年
�月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター水�月��日

●９～１０か月児健康診査
対象児時間会場曜日月日
平成��年
�月生

��：��～��：��
  新見市保健
  福祉センター

火
�月�日

平成��年
��月生�月�日

●１歳６か月児健康診査
対象児時間会場曜日月日
平成��年
��月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター火�月��日

●２歳６か月児歯科健康診査
対象児時間会場曜日月日
平成��年
��月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター火�月��日

●３歳児健康診査
対象児時間会場曜日月日
平成��年
��月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター火�月��日

診療時間：��時～��時
診療科目：内科、小児科

時間会場曜日月日

�：��～��：��新見警察署
火�月�日 ��：��～��：��郵便事業�新見支店

��：��～��：��神郷保健センター
��：��～��：��

にいみプラザ金�月��日
��：��～��：��

●献血

＊��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の経験がある人に限られます。
＊身分確認ができる物を持参してください。

小児
救急医療
電話相談

＊�月�日以降の日程は�月号に掲載します。
＊送迎については、地域により送迎用のマイクロバスを運行し
ます。
＊送迎の運行コースや時間、対象地区の詳しい地区割りについ
ては、検診が近づきましたら広報します。
＊駐車場に限りがありますので、できるだけマイクロバスをご
利用ください。
＊その他詳細については、お配りしている「新見市成人検診ガ
イドブック」をご覧ください。

●総合検診
（健康診査、特定健康診査、結核・肺がん検診、胃がん検診、
大腸がん検診、前立腺がん検診）
受付時間　�：����：��

対象地区会場曜日月日

西方小学校区
新見市
保健福祉センター

火�月�日
上市水�月�日

高尾小学校区木�月�日
正田金�月�日

■問い合わせ先　市民課 地域医療係  （������）



��市報にいみ 第６４号
��������

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

所
で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健

師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
、

偶
数
月
の
第
�
・
�
木
曜
日
、

奇
数
月
の
第
�
木
曜
日
（
変
更

す
る
場
合
あ
り
）
に
開
催
し
て

い
ま
す
。「
気
分
が
落
ち
込
む
」

「
物
忘
れ
が
激
し
い
」「
心
の
病

気
で
は
な
い
か
と
心
配
」
と
い

っ
た
悩
み
の
ほ
か
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
、
不
登
校
、
ひ
き
こ

も
り
等
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。　

■
日
時（
�
月
分
・
�
月
分
）

�
�
月　

日
�

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

�
�
月
�
日
�

　
　

時
〜　

時　

��

��

�
�
月　

日
�

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見

地
域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も

し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料

　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
�
�
�
�
�
�
）

  　

岡
山
地
方
法
務
局
の
商
業
・

法
人
登
記
事
務
に
つ
い
て
、
�

月
�
日
�
よ
り
高
梁
支
局
か
ら

岡
山
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部

門
で
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

変
更
後
の
取
扱
事
務

※
商
業
・
法
人
の
登
記
申
請
は
、

岡
山
地
方
法
務
局
法
人
登
記

部
門
に
直
接
提
出
す
る
か
、

郵
送
、
若
し
く
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

※  
商
業
・
法
人
登
記
に
係
る
登

記
事
項
証
明
書
、
印
鑑
証
明

書
の
交
付
事
務
、
印
鑑
カ
ー

ド
の
交
付
事
務
お
よ
び
電
子

証
明
書
の
発
行
事
務
は
、
引

き
続
き
最
寄
り
の
支
局
・
出

張
所
で
も
取
り
扱
い
ま
す
。

（
た
だ
し
、
印
鑑
の
届
け
出

（
改
印
を
含
む
）
お
よ
び
登

記
事
項
要
約
書
の
発
行
は
各

支
局
・
出
張
所
で
は
で
き
ま

せ
ん
。）

※  
商
業
・
法
人
の
登
記
手
続
に

関
す
る
ご
質
問
・
ご
相
談
は
、

引
き
続
き
各
支
局
お
よ
び
出

張
所
で
も
お
受
け
し
ま
す
が
、

内
容
に
よ
り
、
岡
山
地
方
法

務
局
法
人
登
記
部
門
で
の
取

扱
い
と
な
る
も
の
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�
―
�
�
�
�

　

岡
山
市
北
区
南
方
�
―

�
―　
��

　

岡
山
地
方
法
務
局

　

法
人
登
記
部
門

　

（
�
�
�
�
―

�
�
�
―

�
�
�
�
）

　

新
見
商
工
会
議
所
、
新
見
中

小
企
業
相
談
所
お
よ
び
�
新
見

法
人
会
で
は
、
今
注
目
の
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状

や
成
功
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
・

お
し
ら
せ

販
路
開
拓
の
成
功
事
例
の
紹
介

等
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

の
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
会
員
以
外
（
一
般
の

人
）
の
聴
講
も
で
き
ま
す
。

�
日
時

　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜　

時

��

��

��

�
場
所

　

新
見
商
工
会
議
所
�
階

　

研
修
室

�
講
師

　

ヤ
フ
ー
㈱
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
事

業
統
括
本
部　

宮
田　

香
氏

�
受
講
料

　

会
員
無
料

（
非
会
員
� , 
�
�
�
円
）

�
定
員

　
　

名
��

�
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
商
工
会
議
所

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
�
�
�
�
）

平
成�

年
度

��

心
の
健
康
相
談
の

ご
案
内

商
業
・
法
人
登
記
事
務

の
取
扱
庁
の
変
更
に

つ
い
て

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

入
門
講
座
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山
田
方
谷
記
念
館
で
は
、
山

田
方
谷
に
関
す
る
勉
強
会
を
開

催
し
ま
す
。

①「
山
田
方
谷
の
こ
と
ば
」

　

―
山
田
方
谷
を
学
ぶ
会
著
―

を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
学
習

と
話
し
合
い
を
進
め
る
。

②
詩
を
通
じ
て
の「
人
間
方
谷
」

の
探
求
で
す
。

　

み
な
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�
開
催
日

　

�
月　

日
�　

時
〜　

時

��

��

��

�
場
所

　

山
田
方
谷
記
念
館
研
修
室

�
参
加
料

　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

山
田
方
谷
記
念
館

　

（
�
�
�
�
�
�
）

■
日
時　

�
月　

日
�

��

　

�
時
〜　

時　

分

��

��

■
場
所　

き
ら
め
き
広
場
・
哲
西

　

�
自
分
で
ま
も
る
、み
ん
な
で

支
え
る
、
み
ん
な
の
健
康
�
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
き
ら
め
き
健

康
福
祉
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
多
数
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
内
容

�
講
演

�
パ
ネ
ル
展
示

�
救
急
講
習

�
煙
中
体
験

�
診
療
所
探
検
隊

�
お
口
の
健
康
相
談

�
健
康
チ
ェ
ッ
ク

�
健
康
相
談

�
食
育
フ
ェ
ア

�
人
形
劇
な
ど

■
主
催

　

新
見
市
哲
西
地
域
包
括
ケ
ア

　

推
進
会
議

■
共
催

　

岡
山
県
看
護
協
会
新
見
支
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
き
ら
め
き
広
場

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

放
送
大
学
で
は
平
成　

年
度

��

第
�
学
期
（　

月
入
学
）
の
学

��

生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
Ｃ
Ｓ
テ
レ
ビ
な

ど
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
文
科
省
・
総
務
省
所
管
の

通
信
制
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
人
が
学
ん

で
い
ま
す
。

■�

歳
以
上
の
人

��

　

�
科
目
か
ら
学
習
で
き
る
選

科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と

し
て
も
入
学
で
き
ま
す
。

■�

歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格

��を
お
持
ち
の
人

　

無
試
験
で
全
科
履
修
生
と
し

　

て
入
学
で
き
、
�
年
以
上
在

学
し
て
、
�
�
�
単
位
を
修

得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教

養
）の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

■
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学

び
た
い
人

　

「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

の
プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
�
月　

日
�
ま

��

で
。
資
料
は
無
料
で
す
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
岡
山
送
大
学
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

（
�
�
�
�
―

�
�
�
―

�
�
�
�
）

　

哲
多
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
の
利
用
時
間
を
次
の
と

お
り
変
更
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
利
用
時
間

　
　

時
か
ら　

時
ま
で

��

��

　

※　

時
以
降
の
夜
間
利
用
は

��

　
　

で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

哲
多
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�����������

�
山
田
方
谷
先
生
を

学
ぶ
会
�の
ご
案
内

放
送
大
学
生（�

月
入
学
）

��

募
集
の
お
知
ら
せ

哲
多 
Ｂ 
＆ 
Ｇ 
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
の
利
用
時
間
変
更

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

き
ら
め
き
健
康

福
祉
ま
つ
り
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図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり図書館だ よ り図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館だだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりり図書館だ よ り
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

休館日�■■新見図書館
新見市新見��� -� （������  ���������）

休館日�■■おおさ総合センター図書コーナー
新見市大佐小阪部���� -� （������  ���������）

休館日�■■神郷生涯学習センター図書コーナー
新見市神郷下神代���� （������  ���������）

休館日�■■哲西図書館
新見市哲西町矢田���� （������  ���������）

休館日�■■学術交流センター図書館
新見市西方���� -� （������  ���������）
ｈｔｔｐ： / /ｗｗｗ�ｌｉｂ�ｎｉｉｍｉ-ｃ�ａｃ�ｊｐ/Ｌｉｂｒａｒｙ/ｉｎｄｅｘ�ａｓｐ ｘ

土金木水火月日

���

��������

��������������

��������������

������������

�
月
の
休
館
日

�月�日���：��～　ブックスタート（新見）

�月��日���：��～　面白くて楽しく分かりやすい歴史講座第�回（新見）

　　　　　��：��～　子ども映画会（哲西）

�月��日���：��～　面白くて楽しく分かりやすい歴史講座第�回（新見）

�月��日���：��～　夏休みこどもお楽しみ会  パート � （新見）

　　　　　��：��～　こども映画会（新見）

　　　　　��：��～　交流センターシアター（学術）

　　　　　��：��～　交流センターシアター（学術）

●夏休みの行事
全館�市内図書館スタンプラリー  �月��日�～�月��日�

新見�一日図書館員になろう！ �月��日�・�月��日�

　　�「調べ学習」をしよう！ �月��日�～��日�

哲西�哲西図書館スタンプラリー

　　�本の展示（課題図書、自由研究の本）

　　�古本リサイクル　�月��日�～��日�

神郷生涯学習センターおすすめの本

　「本をさがすんですよね」「いやい
や。本をさがしてもらいたいのでは
ない。青田早苗ちゃんのつづきが知
りたいんじゃ。」「本ではなくて、青
田早苗ちゃんのつづきですか？」桃
さんには、さっぱりわけがわからない。
　田舎の図書館でおこった、不思議
なできごとに、司書の桃さんはいやお
うなしにまきこたれてしまいますが…

つづきの図書館
柏葉幸子／作

　「別人に変装して、ダーツに当た
った、山手線の駅で降りてみる」こ
れが休日の栞の密かな趣味。そこで
出会ったかつての同級生、耕也と、
なぜか縁が切れなくて…。高校生の
「今」を鮮やかに描く、フレッシュ
で切ない青春ストーリー！

トーキョー・クロスロード
濱野京子／著

　「ダム管理所」へ出向を命じられ
た都宮。そこに存在するのは、巨大
ダムと怠惰な同僚だけだった。
　何もしない。それが彼らの唯一の
仕事。しかし、何も起こらないわけ
ではない。

だむかん
柄澤昌幸／著

　老いてなお、意気軒昂にすごすに
は？ミリオンセラー「思考の整理
学」の著者、最新作！マネープラン、
仕事、健康、友人関係…退屈しない
生き方の極意。

「人生二毛作」のすすめ
脳をいつまでも生き生きとさせる生活
外山滋比古／著

楽
し
い

本
がた

く
さ
ん

あ
る
よ
！

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書等は、この�施設のどこで
も返却できます。  但し、この�施設が所蔵する図書等に限ります。
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新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�毎週月曜日（�／���開館、�／���休館）

新見美術館

法曽陶芸館

原
画
）
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
先
に
挙
げ
た
人
気
作
品
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
初
期
の
作
品
で
長
い
間
発
表
さ
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
『
さ
り
げ
な
く
ル
パ
ン
』

も
出
展
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
作
者
の
愛
用
品
や
発
想
の
原
点
と

な
っ
た
品
々
、
華
麗
な
筆
さ
ば
き
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
青
山
ワ
ー
ル
ド
を
余
す
と

こ
ろ
な
く
紹
介
し
ま
す
。

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

「法曽茶を飲む人々」

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円
　（　）内は��人以上の団体料金

※市内小中学生は「こころふれあいパスポート」
　提示で観覧無料

新見市西方���番地（������）

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
展示替えのための臨時休館　�／���～���

�
�
�
�
��

�
�
�
��

�

��

��

�
��
�
�
�
�
�
�
���
�
�
�
�
�
�
��

�
	


�
�


�
�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�

◯C 青山剛昌／小学館

〈
企
画
展
〉  
会
期
▼
�
月
�
日
�
〜　

月
�
日
�

��　

土
の
色
・
火
の
色
が
、
大
地
に
足
を
ふ
ん
ば

っ
て
生
き
る
人
々
に
、
や
さ
し
さ
・
力
強
さ
の

彩
り
を
か
も
し
出
し
、
見
る
者
を
な
ご
ま
せ
て

く
れ
る
魅
力
的
な
土
偶
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

猪
風
来
が
身
近
な
人
々
を
モ
デ
ル
に
創
作
し

た
法
曽
原
に
生
き
る
人
々
の
土
偶
な
ど
約　

点
、

��

ま
た
法
曽
の
茶
畑
・
棚
田
・
山
野
草
の
か
れ
ん

な
花
が
咲
く
風
景
の
な
か
に
土
偶
を
お
い
て
撮

っ
た
写
真
約　

点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

��

　

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
��
�

　

今
や
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
各
国
で
人
気
を

誇
る
『
名
探
偵
コ
ナ
ン
』。
そ
の
原
作
者
・
青

山
剛
昌
は
、
�
�
�
�（
昭
和　

）年
、『
ち
ょ

��

っ
と
ま
っ
て
て
』
で
漫
画
界
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。
以
来
、『
ま
じ
っ
く
怪
斗
』『
Ｙ
Ａ
Ｉ
Ｂ

Ａ
』
と
い
っ
た
ヒ
ッ
ト
作
品
を
次
々
に
『
週
刊

少
年
サ
ン
デ
ー
』
誌
上
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、 

青
山
剛
昌 
の
軌
跡
を
『
名
探
偵

あ
お
や
ま
ご
う
し
ょ
う

コ
ナ
ン
』
を
中
心
に
、
名
シ
ー
ン
の
数
々
、『
週

刊
少
年
サ
ン
デ
ー
』
の
表
紙
を
飾
っ
た
作
品
、

ポ
ス
タ
ー
や
カ
レ
ン
ダ
ー
に
な
っ
た
イ
ラ
ス
ト

な
ど
、
コ
ナ
ン
誕
生
か
ら
現
在
に
至
る
名
場
面

の
数
々
を
鮮
や
か
な
カ
ラ
ー
イ
ラ
ス
ト
（
複
製

�
�
�
��
�
�
�
	�
�
�
�
�
�
�
�

�
��

�
�
�
�
�
�

��

の
ら
仕
事
の
あ
い
間
ひ
と
休
み
に

法
曽
茶
（
ほ
う
そ
ち
ゃ
）
を
の
む

お
茶
の
ゆ
た
か
な
香
り
が
ひ
ろ
が
っ
て

お
も
わ
ず
ほ
っ
と
し
て
、
こ
ぼ
れ
る
笑
顔

法
曽
（
ほ
う
そ
）
の
山
里
、
ま
る
い
山
々

働
き
者
の
人
々
の
ま
あ
る
い
背
中

　

こ
の
法
曽
原（
ほ
う
そ
は
ら
）に
生
き
る
人
々

の
、
い
ち
ば
ん
い
い
笑
顔
の
ひ
と
と
き
を
、
土

で
造
形
し
「
春
の
縄
文
野
焼
き
祭
り
」
で
焼
き

上
げ
ま
し
た
。

会
期
中
無
休



木 金 土

��
新見山野草ツアー
��：��～��：���哲西～哲多コース
�商工観光課観光振興係（�����）

県北地区青少年育成センター定例会
���：��～��：���まなび広場にいみ
学習室�生涯学習課（�����）

ひとり暮らし高齢者の集い
（新見支局管内）
���：��～��：���保健福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

���

���
交通事故相談
���：��～��：��
�総合福祉センター�階図書室
�生活環境課生活交通係
　（�����）

�

����
心配ごと相談
��：��～��：��
�やまびこ広場神郷生涯学習センター
�社会福祉協議会神郷支所
　（�����）

��
市政懇談会
「市長とフリートーク」
���：��～��：��
�神郷保健センター
�企画政策課広報係
　（�����）

��
絵画教室
��：��～��：��
�まなび広場にいみ
�生涯学習課生涯
学習係（�����）

��
献血
���：��～��：�����：��～��：��
�にいみプラザ
�健康づくり課健康づくり係（�����）

��
市政懇談会
「市長とフリートーク」
���：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�企画政策課広報係（�����）

����
パソコン教室
���：��～��：��
�まなび広場にいみ
　パソコン教室
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

��
パソコン教室
���：��～��：���まなび広場にい
みパソコン教室�生涯学習課生涯
学習係（�����）

市政懇談会
「市長とフリートーク」
���：��～��：���哲多総合センタ
ー�企画政策課広報係（�����）

���
心配ごと相談
��：��～��：���哲多総合センタ
ー・夢ひろば萬歳・新砥公民館�社
会福祉協議会哲多支所（�����）

新
見 
市

�
��
��
�
���から

���まで

��� ��� ���



日 月 火 水

��������������

���
人権・行政合同相談
���：��～��：���総合福祉センター
�総務部総務課（�����）

人権・行政合同相談
��：��～��：���哲多総合センター
�哲多支局地域振興課（�����）

心配ごと相談
��：��～��：���きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所（�����）

心配ごと相談
���：��～��：���総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

�
献血
��：��～��：��
�新見警察署
���：��～��：��
�郵便事業�新見支店
���：��～��：��
�神郷保健センター
�健康づくり課健康づくり係（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター・
夢ひろば萬歳・新砥
公民館

�社会福祉協議会哲多
支所（�����）

�
川をきれいにする運動
��：��～�：��
�市内全域
�生涯学習課
　（�����）

消防団幹部訓練
��：��～��：��
�神郷グランド
�総務課消防団係
　（�����）

��������
消費生活相談
���：��～��：���山村開発センター�
階�商工観光課商工労政係（�����）

農地パトロール出発式
���：��～�庁舎前�農業委員会事
務局（�����）

����
第��回参議院議員
通常選挙
�新見市選挙管理委員
会（�����）

������
心配ごと相談・法律相談（要予約）
���：��～��：���総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

人権・行政合同相談
���：��～��：���総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

������

������
パソコン教室
���：��～��：��
�まなび広場にいみ
　パソコン教室
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

��
市政懇談会
「市長とフリートーク」
���：��～��：��
�まなび広場にいみ学習室
�企画政策課広報係
　（�����）

����
絵画教室
��：��～��：��
�まなび広場にいみ
�生涯学習課生涯学習
　係（�����）

����
心配ごと相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

�
市政懇談会
「市長とフリートーク」
���：��～��：���おおさ総合セン
ター�企画政策課広報係（�����）

����

��� ��� ��� ���
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今月、満�歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
　〒���－���� 新見市新見���－�
　新見市総務部企画政策課　������

■ホームページ
　http://www.city.niimi.okayama.jp/
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年  � 月 号
平成��年�月�日  No.��

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画課企画広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）

ハッピー�
バースデー�

総人口 ��� ���人　　男  ��� ���人　　女  ��� ���人

世帯数 ��� ���世帯（平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　������人（－��人）
　　男　　������人（－��人）
　　女　　������人（－��人）
　出生…�人　 転入…��人
　死亡…��人　 転出…��人
　世帯数　������世帯（＋��世帯）
　（平成��年�月末日現在）

合併当初の様子

■固定資産税・都市計画税�期
　（納期限：�月�日）

■国民健康保険税�期
　（納期限：�月�日）

■介護保険料�期
　（納期限：�月�日）

■後期高齢者医療保険料�期
　（納期限：�月�日）

 落  畠   羚 凰   ちゃん
おち はた れ おん

（新見／７・１５   生）
 上  原   七 海   ちゃん
うえ はら なな み

（哲西町矢田／７・１５   生）
 山  本  夏 美   ちゃん
やま もと なつ み

（神郷釜村／７・２ ８  生）

 長  尾   怜 空   ちゃん
なが お れい あ

（足立／７・７  生）
 立  永   大 空   ちゃん
たち なが そ ら

（下熊谷／７・８生）
 相  見   典 孝   ちゃん
あい み のり たか

（高尾／７・１５   生）

 久  保  木  洸 介   ちゃん
く ぼ き こう すけ

（哲多町老栄／７・１  生）
 石  本   大 貴   ちゃん
いし もと たい き

（西方／７・３  生）
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